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束京オリンピック決定を受けて 


公益財団法人日本ハンドボール協会強化本部長/: 





東京オリンピック決定は、女子 ユース アジア選手権の滞在先であるタイ •バンコクで 
知りました。 

「やった一」という熱い感動と、世界のハンドボールが東京で見られる、そしてその中 
に日本チームがいるなんて…、身体が震えるような衝撃が走りました。 

アジア選手権の試合会場では、アジアハンドボール連盟役員始めいろいろな方から「お 
めでとう」の言葉を頂き、改めて実感が湧いてきました。 

しかし感動とは裏腹に、一方で事の重大さとその渦中に自分が居ることへのプレッシ 
ヤーが大きくのしかかって来ました。地元のオリンピックで日本チームがどれだけ活躍 
が出来るか？まさに日本ハンドボール界の盛衰が懸かっているといっても過言ではな 
いと考えています。 

昨年7月から専任としての強化本部長を拝命し、代表から U -16、 ジュニアアカデミ 
一まで、全てのカテゴリーの活動状況や、あるいは大会に帯同し、強化の進撰状況を見 
てきましたが、スポーツ巧、ハンドボール巧を取り巻く環境として様々な課驢が見えて 
きました。大きなことは文部科学省や JOC に委ねるにしても、ハンドボール巧で対応 
しうる問題は早急に対策を進めなければなりません。 

スポーツ 基本法の施行、東京オリンピック、 スポーツ 庁設立案等々、長期に渡る デフ 
レ社会、少子高齢化社会、東日本大震災など、自信を失いかけた日本を、 スポーツの力 
で復活させようという流れがあります。我々のハンドボールが、その流れから取り残さ 
れるかどうか正念場を迎えているように思います。 

とにもかくにも東京へオリンピックはやってきます。日本のハンドボールが常時オリ 
ンピックに出場し、世界の強豪と渡り合えるようになれるかどうか、最初で最後のチヤ 
ンスではないでしょうか？勿論、強化は先端を突っ走ります机もうこれは日本ハン 
ドボール巧あげての「1^、力戦」だと認識しております。 

皆様に「夢と希望」を感じて頂けるチームづくりに遭進してまいります。今までな上 
のご支援を、よろしくお願い申し上げます。 
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第5回男子ユース世界選手権報告 


昨年バーレーンのアジア選手権で出場権を得た世界選手権 
大会は8月10日から23日迄ハンボリーで行われました。 
インターハイ最終日の深夜という、いささか強行なスケジュ 
ールで、大会まで到着日を入れて日日しかない慌ただしい 
中出発しました。幸い午前の到着であったので午後体ならし 
のトレーニングが出来たことは時間を無駄にしなくて済みま 
した。本来ならば時差、気候又初めてのヨーロッパチームと 
の対戦する前に体格差偏さ、力）に慣れるため事前に数多 
くの試合をこなして本番に臨めるのが理想でしたが国内大会 
との調整が出来ずやむを得ない日程となりました。 

トレーニングマッチを3試合した後大会を迎えた訳です 
がこれらの試合は調整に過ぎず慣れまでは到底出来ませんで 
した。（ちなみにカタール、エジプト等は1力月前からクロ 
アチアで練習、試合をした後大会に臨んでいた）会場はブタ 
ベスト郊外のブダロス、エルドの2会塌、2グループで行わ 
れ日本は全試合ブダロスで試合した。少し意外だったと思 
ったのは世界選手権をこの観客席の体育館でと。ブダロス 
80日席、エルドで20日日席。世界選手権でもユースの大会 
はこの程度なのか？選手団はすベて同じホ了ルで宿泊、食事。 
イスラムの国も同宿したが問題なく終わった。日本チームの 
選手係りは日本語が堪能な大学卒の若い人で選手共々コミュ 
ニケーシヨンよくとれ本当に助かりました。 

さて大会に臨み我々は目標を次回の大会出塌権ある10位 
权内と掲げミーティングで確認した上予選リーグに臨みまし 
た。しかし結果は残念ながら-歩及ばず予選リーグ突破と先 
に掲げた目標を達成できず下位決定戦に回ることとなりまし 
た。予選リーグ1戦目、対デンマーク、前半28分まで同点 
の接戦で進んだが残り2分相手が退場する中、逆に立て続け 
に失点してしまった。後半も1日分までは-•進一退の攻防が 
続いたが徐々に集中力が衰えずるずると差をつけられ敗退し 
てしまった。2戦目対エジプト、残り日分で2点リードされ 
ていたが相手が勝ちに出てきてミスを攻撃につなげたが3本 
連続のノーマークシュートを外し破れてしまった。勝てる試 
合をみすみす逃してしまった。3戦目対セルビア、高さのな 
い日本にタオしてロング'シュ'ートは高さで対応するとの意図 
で、ゴールラインでの一線防御シフトをされ、為に攻撃が単 


団長近森克彦 


調になり速攻にも繫げられず敗退。4戦目対ベラルーシ戦も 
セルビア戦と同様なデフ: n ンスを敷かれ攻めきれず敗退。セ 
ルビア、ベラルーシ戦とも高さに対し人的、技術的に不足を 
認めざるを得ない。 

この結果チリには勝利したものの1勝4敗で予選リーグ終 
了。下位決定戦に回りチュニジア、アルゼンチンに勝利した 
ものの17位という結果に終わった。少数の選手は技術にお 
いて平均故上ではあったがやはりチーム総合力では残念なが 
らこの順位をよしとせざるをえない。決勝はデンマークとク 
ロアチア。後半終了直前クロアチアが追いつき延長戦に突入 
したが実力に勝るデンマーク、延長戦は一方的に得点を重ね 
優勝した。両チームだけでなく例えばセルビアにもこの年齢 
で、ブンデスリーグで活躍していた選手がいる等シニアクラ 
スの選手は数多くみられ各国の層の厚さ、レベルの高さを窺 
い知ることができた。 

* 大会を通じての後感 

【審判について】 比較的若いペアーが多かった中では力量す 
足は感じなかった。しかし決勝戦はベテランペアがあの興奮 
状態の中スムーズに進行させていたのはさすがと感じた。今 
大会唯一乱闘を含めて後味の悪い荒れたゲームがチュニジア 
とカタール戦であった。カタールにはチュニジアからの帰化 
選手がおりそれが原因と思われるが、結果的には裁定委員会 
で両チーム目人が f 式合停止処分を受けていた。 

【代表スタッフ】 今大会が代表スタッフとして初の世界選手 
権の中、練習、試合において選手の能力を把握しそれをどう 
発揮させるかに努力していた。しかし全体的には事前の情報 
の収集、分析、対策において資料がないとはいえ不足してい 
たのではと感ずる。突然大会に行っても初めてが戦相手を見 
るようでは遅い。このことはスタッフに問題があるのではな 
く日本協会全体の課題でもあると思う。 

【今後とるべき事】 今回対戦したヨーロッパの各チームは予 
想していた换上に大型化しており、 2^—トル政上がチーム 
には3〜4名おり平均身長、体重で大きく差をつけられてい 
た。こうした相手との試合は日本チームがが戦して実感した 
ように攻撃、防御共相当な体力が求められる。接触を避けら 
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れないスポーツであるし、体力の消耗は激しい。また相手の 
1歩に対して2歩動かねばならないハンディもある。各試合 
とも4日分迄互角に近い試合が、その後20分で差をつけら 
れていることは、体格に劣る日本選手の体力の消耗度はそれ 
だけ大きいことが分かる。国内の試合での消耗度に比べて 
1.日倍位あるのではと思う。スキル、技術のアップを図るの 
は当然ながら、やはり多くの外国勢との試合を通して高さ、 
力強さを実感して試合とムのスタミナを作ることが必要に思 
う。又、指導システムも一貫した体制の構築と実践で各層の 
底上げ、それに伴う日本のチームカが是非とも求められる。 
例えば見聞した今回の優勝国デンマークを参考にすると、こ 
の国があらゆる世代において世界の最上位を維持し結果を残 
していることが理解できる。今回の監督は代表チームの監督 


でもあり、次世代選手も次なるステップでの選手の把握と育 
成をしている。又、スタッフの役割分担も明權で、例えばゴ 
ールキーパー 専任 コーチは 大会期間中各 チームの 選手の シュ 
ートを分析し任され選手に指示できる。監督は勝つための選 
手起巧、作戦に専念してゆくことが可能になる。こうして監 
督とスタッフの信頼関係での チーム カが強化されている。こ 
うした事が参考になればと記してみた。 

最後に昨年より今大会まで合宿、遠征と多くの時間をユー 
スチームに派遣してくださった各学校の関係者の皆様のご協 
力に、ムより御礼申し上げます。又、遠路応援に駆け付けて 
くださった選手の家族の皆様にも御礼申し上げます。これか 
らも若い世代の育成に何卒宜しくお願いします。 


世界 ユース 選手権を終えて 


はじめに 

おかげさまで男子アンダーカテゴリーにおいて28年ぶり、 
ユース （ U 19) としては初の世界選手権に参加し、な下に述 
ベる多くの収穫と課題を持って無事に帰国できました。 

大会参加にあたり、東西インカレ、インターハイや国体ブ 


ユース日本代表監督1 


テクニック、シュートカ、間合いに秀でた選手を軸にパス 
のスピード、ポジショニングをベースにテンポの変化、方 
向変換、クイックシュートを多用した OF の構築 
3. 日本が世界に誇れる速攻、クイックスタートからの得点 
カアップ 


ロック予選など過密スケジュールの中、選手を快く派遣して 
下さいました所属チームの皆様、遠征に際し色々とご配慮頂 
きました津川強化本部長はじめ協会スタッフの皆様、強化合 
宿で大変お世話になりました大崎電気様はじめ日本リーグ所 
属チームの皆様にムより御礼申し上げます。 


大会に向けての強化期間 

昨年9月のアジア選手権で代表権を獲得して t 又降、下 
の日程で強化を進めてきました。 


第1回強化合宿平成24年12月13日 （木） 〜18日 （火） ANTC 
第2回強化合宿平成25年1月巧日 （火） 〜20日（日） 


第3回強化合宿 
第4回強化合宿 
第5回強化合宿 
第6回強化合宿 


JHL ウィンターキャンプ 
平成25年4月22日（月）〜25日休 ） ANTC 
平成25年5月25日化）〜29日（か ） ANTC 
平成25年6月24日（月）〜30日（日 ） ANTC 
平成25年7月10日 （7 j <) 〜15日（月 ） ANTC 


ぷ延34阜圍 


インターハイ終了直後に集合。（興南•不来方•藤代紫水 
の選手は福岡〜羽田〜フランクフルト〜ハンガリーという強 
行スケジュールでしたが…）現地入り後ハンガリークラブチ 
ーム、カタール、チュニジアとトレーニングマッチをこなし 
大会に突入しました。 


4. 日本の良さである「粘り強さ」「おの強さ」「和の強さ」 

を世界の舞台で表現する 

世界との僅かな差と大きな差 

初の世界選手権、ましてや欧州勢と戦う経験が皆無であっ 
た選手にとって、大きな財産となるであろう相手との戦いが 
できたことは本当によかったと思います。私も驚いたのです 
が、初戦のデンマーク戦終了後に選手が記者に話した内容は 
「やれる」「通用する」といったポジティブなコメントでした。 
そして何より「楽しい」と。日の丸を背負って戦いながら敗 
戦して「楽しいとは何だ？」とお叱りを受けるかもしれませ 
んが、選手にとってはそれが本音であったと思います。中東 
勢よりもさらに体格のある200 cm -10日 kg の選手達が、中 
東の選手とは違ったさらにハイレベルなテクニックとスピー 
ドを持ち合わせた相手との戦い。選手がどこまで自分たちの 
力を試せるかといった観点からすれば、胸が躍るような気持 
ちであったであろうと感じます。実際優勝したデンマークと 
の戦いをはじめ負けはしたもののエジプト、セルビア戦など 
後半10分までの戦いは、十分にトレーニングしてきたこと 
をコート上で表現してくれました。勝利したチリ、チュニジ 
ア、アルゼンチン戦はそれが60分間出せたからこその結果 


強化施策 

1. 190 cm クラスの玉川、安倍、岡松、髓澤を DF の軸に斉 
藤、助安、藤、康本らで中央を固め、スイッチ DF および 
プレス DF を併用する 6-0 DF の構築 
2. 田中、徳田、藤ら 178 cm クラスではあるがスピード、 


であったと思います。 

しかしながら、後半の残り1日分政降にやってくるデンジ 
ヤラスタイムは、フル代表(下日本の課題とされている「フ 
ィジカル」だけの差ではなくなってきているのも現がです。 
もちろんこの「フィジカル」を獲得し DF のコンタクトでス 
タミナを奪われないことは最も重要ではあります。この部分 
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の継続強化は最重要の課題であることは間違いありません。 
ですが今回さらに必要性を感じたのがスタッフの分業制とア 
ナリスト（ゲーム分析班）の存在です。フィジカルで劣った 
上にハーフタイムで丸裸にされるシュートコースや1:1の 
癖。出場24チーム中2日チーム近くはアナリストが存在し 
ていました。たまたま出場した全チームが同じホテルでの生 
活であったため、そのを在の大きさを知ることができました。 
そしてスタッフの分業制、特に GK コーチはどの国にもを在 
しています。これらも 一つの 課題として今後に活かさなけれ 
ばならないと感じました。 

世界との差を縮めるために 

私が率直に思った感想を述べさせて頂きます。私は日本の 
中学•高校.大学あるいは日本リーグチームの方が戦術的に 
も豊富であり、指導者の方々も知識やアイデアも豊富である 
と世界選手権を通して確信しました。例えば準々決勝臥降の 
試合を見ていても、戦術においてあっと驚かされることはあ 
まりありませんでした。 

しかし「個」の力には何度も何度も感ふさせられました。 
もちろん「個」の強さはチームカに反映されますが、何に感 
4：、したかというとトップチーム選手には良き習慣が備わって 
いるということです。例えばパスのスピード、バックステッ 
プ、ポジショニング、日から1歩でのシュート、 DF 時の足 
の向き（方向性）やハンズアップやコンタクトの仕方など、 
とにかく私を含めたスタッフが口うるさく選手に伝えてきた 
ことを、当たり前のように60分間継続してできている選手 
達の集団という印象です。パワーは後天的につけることはで 
きても、これらの「良き習慣」いわゆる rcOOD HABBITJ 
をつけるには常日頃からの意識付けが大切になります。私は 
「良き習慣」と「フィジカル」の二つを身につけられる韻境 
が備われば、世巧との差は確実に縮まる気がしてなりません。 
日本の選手が持ち合わせる「勤勉さ」「ひたむきさ」「素直さ」 


は世界一なはずですから。 

強い思いを持って 

今回の世界選手権に出場し最も強く感じたことは、この場 
に立ち続けることこそ世界との距離を縮める一番の方策だと 
いうことです。アンダーカテゴリー世代からアジア予選突破 
は最低限のノルマとできる強化環境を構築し、常に世界を身 
近に感じながらフル代表へのステップを踏んでいくことが最 
も重要であると感じました。 

そのために「何をすべきか」「何ができるか」を一人ひと 
りが当事者意識を持って考えていかなければならないと思い 
ます。世界は特に「個の育成」において「待ったなし」で進 
化しています。「僅かな差」を感じた部分と「大きな差」を 
見せつけられた大会でありましたが、この差を埋めるだけの 
エネルギーは 日本のハンドボール界には十分にあると確信し 
ています。サッカーが「ドーハの悲劇」「ジョホールバルの 
歓喜」を経験し今があるように、日本が世界をあっと言わせ 
る時は必ず来ると信じています。 

最後になりますが、世界選手権出場にあたり多くの方々に 
御指導頂き、あるいは熱いご声援を頂きましたこと、この塌 
をお借りして厚く御礼致します。また、力不足の私を支えて 
くれた山口-内記両コーチと選手のプレー環境を整えてくれ 
た飯田トレーナー、そして我々スタッフ•選手を厳しくも、 
これ t ソ上ない温かさでここまで導いて頂きました近森团長に 
は感謝の気持ちでいっぱいです。 

2020年東京オリンピックの時に今回の選手達は2目歳に 
なっています。と同時に今回対戦した相手もさらに凄みを増 
して 東京にやってくるでしよう。今回の世界選手権{^し出場し 
た素直でひたむきにコッコッ頑張ることのできる選手達が、 
この経験を大きな糧として東京での主役になることを期待 
し、世界選手権の報告とさせて頂きます。本当にありがとう 
ございました。 


世界選手権大会に参加して 


初の世界選手権、17位（プレジデントカップ優勝）とい 
う結果でしたが、世界との壁を感じることができました。 

ヨーロッパの選手は 2m • 100 kg •L ツ上で日本人とは全く違 
った体格であります。日本人の大型選手は小柄な選手に比べ 
てテクニックやスピードでは負けているが、ヨーロッパの選 
手は大きくても、テクニックやスピードがありました。日本 
が世界に出ていない間に、日本は世界に益々おいていかれて 
いるのだと私は思いました。 

欧州でプレイされている銘巧さんがネットで日本人が世界 
と戦えるようになるには、自分達の世代から日本リーグに実 
業团同様に参加できるようになり、高いレベルでハンドボー 
ルをしないといけないと言っていました。私もその通りだと 
思います。学生なので難しいことだと思いますが、勝つには 


男子ュース主将助安巧成 


そこまでしないといけないと思いました。若い世代から上の 
世代と戦い少しずつ差を縮めていかなければならないと思い 
ます。東京オリンピックが決まり日本でもヨーロッパ同様ハ 
ンドボールがメジャーになってほしいです。また私たちがち 
ようど2目歳、東京オリンピックで活躍できるようにこれか 
らも努力していきたいと思います。 

周りから何を言われようが、世界で戦った私達にしかわか 
らないことが沢山あります。この壁を乗り越えて世巧に負け 
ないようにしたいです。17位で終わった悔しさを忘れず次々 
と進化していきます。これからも応援よろしくお願いします。 

近森团長はじめスタッフの皆様、そして支えて下さった多 
くの皆様、本当にありがとうございました。 
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《予選ラウンド》 

■ 8 月10曰 仕） 

日本27 (14— 17、 13 —22) 39デンマーク 

初の世界選手権、初戦の相手は前回大会優勝の強豪デンマーク。 
立ち上がりは互角のスタート。1日分まで徳田のミドル、速攻や玉 
川のポストなどで7巧7。ここから先にあけ出したのはデンマーク。 
積極的な DF を試みるも高さだけでなく視野のにさも兼ね合わせる 
相手 BP (バック•プしイヤ ー） 陣に崩されア対9とリードを許す。 
粘る日本は西出の好セーブ、齊藤のサイド、藤のカットインなど 
で ] 6分過ぎに 1] 対]日とこの試含初のリードを奪う。ここから 
一進一退の攻防になる。残り2分]4巧]4の同点。ここで相手選 
手の退場とチャンスがくるも相手のポスト、ミスからの速攻、扳 
かれてはいけないアウトサイドへのカットインで3連取を許し前 
半を3点ビ八インドで終了。八ーフタイムで十分食らいついてい 
けることを確認し後半に突入。 

後半立ち上がり田中のカットインで15対17、ここから激しい 
攻防が続き8分で2日対21。その後は相手の巧みなサイドや DS (デ 
ィスタンスシュート）で崩されるも残り日分まで27が32の巳点 
差でついていく。タイムアウトで攻撃回数を減らし最小限に点差 
を抑!えることを確認するもゲームスタミナの課題もありイージ ー 
なシュート、パスミスからの速攻で怒濤の7連取。勝負巧を熟知 
し一瞬にしてたたみかけてくる強豪国の底力を見せつけられた。 

前半終了時のパワープし一のチャンスを生かし切れなかったこ 
と、後半終了間際のゲーム運びが悔やまれる結果となった。しか 
しながら試合終了後の選手からはやれる、やれそうだという頼も 
しい声が上がり、次戦に向けて前向きに進んでいきたい。 

[個人得点]徳田： 9点、田中：目点、藤■玉川： 4点、齊藤.;龍澤； 
2点 

■ 8 月リ曰（曰） 

日本36 (16 - 16、20 - 22) 38エジプト 

予選リーグ2戦目は前日チリに大勝し、厳しい戦いが予想され 
たエジプト。立ち上がりからエジプトはエース徳田を厚く守る変則 
巳一] DF。 攻撃のリズムをつかめない日本はイージーな DS、 テク 
ニカルミスから速攻を許し7分、2対目とリードを許す。タイム 
アウト後は攻撃を立て直し闘志溢れる DF から田中、藤、安倍らが 
よく走り2目分14対]4の同点とする。ここで藤が退場し 14-1 日 
とリードを許すも徳田の速攻で追いつき、さらに相手の退場もあ 
り]6対16の同点で前半終了。 

後半立ち上がりは徳田、藤の DS、 玉川、安倍の速攻がよく決ま 
り相手退場時に齊藤が決め目分22巧19と3点のリードを奪ラ。 
一気にたたみかけたい日本であったが、相手はここから強引な力 
任せの1: ] に攻撃のきっかけを変えてくる。安倍、助安が退場す 
るなど苦しい時間帯が続き目連続失点。22対2己と逆にリードを 
奪われる。タイムアウト後の日本は康本の気迫のこもったロング 
シュートが立て続けに決まり29対32と食らいつく。残り時間を 
考え勝負所で田中を前に出す日 一] DF にシフトチェンジ後 DF 力、 
らの速攻がよく出るもノーマークシュートを立て続けに阻止され 
点差を詰めることができず2点差で敗れた。デンマーク戦同様後 
半10分過ぎからの体格差を利用した攻撃を食い止めることができ 
なかった。 

予選リーグ残り3試合。厳しい戦いが続くが1試合ごとに体格 
差にも慣れつつあり、デンマーク戦で露呈した後半の後半での課 
題もキャプテン助安、田中らが中むとなって闘志むき出しに克服 


しながら戦っている。次戦は強豪セルビア。コンディションを整 
え立ち向かって行きたい。 

[個人得点]田中：10点、徳田： 7点、ま倍: 4点、康本•岡松: 3点、 
齊藤•藤•玉川： 2点、助ま-龍澤.屋比义：]点 

圓8月13曰（乂） 

日本29 (13-17、 16-20) 37セルビア 

予選リーグ3戦目。ブンデスリーグの八ンブルグに所属する選 
手を擁し、日本の選手が体格的にも圧倒的に劣る強豪セルビア戦。 
高さを活かし目 m ライン付近でディフェンシヴに守る相手に巧し 
攻めあぐむ日本だが、ミーティングで確認した通りサイド、ポスト、 
カットインで攻撃の糸口を探る。岡松のサイド、田中のステップ、 
カットインで得点するも予想が上のパワフルな□ングシュートを 
中央付近からたたき込まれ日対11と劣勢が続く。その後は田中、 
徳田、藤が粘りのある得点をあげ、 DF も中央二人を交代で使うな 
ど食らいつき] 3対17の点差で折り返す。 

パワープし一の状態から後半に突入。14対17と3点差に縮め 
るもその後力任せのカットイン、12 m 付近からのロングシュート 
をキ了ち込まれ19対30と残り13分大きく差をにげられる。 GK 
友兼の好セーブとともにリズムが出てきた日本はを内、岡松、；'龍 
澤の速攻で8点差まで差をつめるも、最後まで中央付近のパワフ 
ルなプレーを止めきれず、29対37で敗退した。 

大型選手にディフェンシヴに守られ、逆に力任せのプレーで失 
点するといラ日本チームが最も苦しむ試合展開となってしまった。 
予選リーグ残り2戦。目標としてきた予選リーグ2勝をあげるた 
めには負けられない戦いが続く。日本として「ありたい姿」では 
なく 「あるべき姿」を試合で出そうとミーティングで確認し、チ 
ームー丸となって目標達成に邁進したい。 

[個人得点]田中： 9点、徳田： 7点、岡松：日点、清 i 澤.ま倍： 2 
点、庄子•金内•藤*玉川：1点 

■ 8 月14日（水） 

日本37 (16-12、 21-12) 24チリ 

前の試合でセルビアがエジプトに勝利したため残り2連勝する 
ことで決勝卜ーナ>(ント進出の可能性が残り、負けられない戦い 
となった予選リーグ4戦目チリ戦。体格はあるものの今までの3 
試をと比べると身長がないためミーティングで DF ラインの徹底を 
確認し試合に臨む。立ち上がり相手のテクニカルミスを玉川、徳 
田の速攻につないで]0分6対2とリードする。夕ーンオーバー 
時の相手プレッシャーからミスが出てなかなか一気に突き放すこ 
とはできないものの相手退場時に岡松、齊藤らがサイドからよく 
沈め] 9分12対■己と優位に進める。田中、藤のポイントゲッター 
にマークが厚くな り攻撃 リズムを崩した日本は 3 連続失点。 じ対 
8となる。タイムアウトで立て直した日本は今野、田中で加点し前 
半を4点リードで巧り返ず。 

後半の体力的な要素に不安があるものの、この曰の日本は今ま 
でにない強い気持ちで後半に入る。立ち上がりテクニカルミスで 
リズムに乗れず]日分20対]日とお互いに加点する。その後相手 
退場時に相澤のトリックプレーやサイドでリズムをつかみ、田中 
のカットイン、玉川、ま倍のサイドなどで残り]日分28対19と 
大きくリードする。ここから助ま、龐澤、徳田、今野、安倍が次々 
に得点し13点差で世界での1勝をつかみ取った。 

予選リーグ最終戦は強敵セルビアに勝利しているべラルーシ。 
勝てば決勝卜ーナメント、敗れれば下位の順位決定戦という厳し 





勝福モユ*^ 


い戦いになる 0 アジア予選で地元バーレーンに延長1点差で勝ち、 
i 世界への切符をもぎ取ったあの試合を思い起こし、±俸際での勝負 

’ 強さを出したい。日本で応援して下さるたくさんの方々の思いを胸 

に目標であった2勝を成し遂げ決勝トーナ乂ントのコートに立ち 
たい。 

' [個人得点]田中.徳田：目点、ま倍： 5点、藤•玉川： 4点、今野- 

• 旧澤： 3点、齊藤•龍澤： 2点、助安■岡松：1点 

; ■ 8月16日（金） 

日本23 (13 — 19、10 - 20) 39ベラルーシ 

決勝トーナXント進出をかけた重要な試含。お互い試合前から緊 
張感が漂う。大型選手を揃える巧手は当然ディフてンシヴな目一 
日 DF、 攻撃は力ずくのカットインで DF ラインを下げたところをデ 
ィスタンスシュートで攻撃してくることは十分に予想され、その 
対策を練って日本はゲームに臨む。予想通り]:1で DF ラインを 
下げられディスタンスシュートを巧ち込まれ開始日分0対4と苦 
しいスタート。ここから日本は徳田、田 中、 玉 川、 岡松らで加点し 
18分1日対12と盛り返す。その後、相手のステップシュートをこ 
とごとく決められ13巧] 9で折り返す。 

DF のシフトチてンジを準備し後半に入るが開始早々目連取され 
ここから日本は蜜則4 - 2DF を試みる。しかしながらライン際が 
広くなったスぺースを力ずくの1:1で崩されペースがつかめない。 
徳田、玉…、田中、安倍らで得点を重ねるも、相手のパワフルな攻 
防に糸口をつかめず、試合終了となった。世界との大きな差を見せ 
つけられた試含となった。次戦は卜しーニングマッチで敗れている 
チュニジア戦。]7〜20位決定戦となるが、初の世界チャしンジ 
で 一つで も順位を上げ、未来につながるゲームをしたい。 ロッ カー 
ルー ムで悔しぶきする選手達。 今できることを最大限にコートで発 
揮することを確認し次戦に臨む。 

[個人得点]徳田：目点、田中：日点、岡松： 3点、玉川•ま倍•庄子： 
2点、藤•龍澤•今野：1点 

《プレジデントカップ》 

■ 8 月 18 曰（曰） 

賴 17 — 20 位決定 1 回戲 

日本43 (23 - 15、20 —16) 31チュニジア 

本番前のトレーニングマッチで 3] が36で敗れているチュニジ 
アとの17〜20位決定戦初戦。予選リーグで4敗し決勝卜 -パ 
ント進出は絶たれたが、]つでも順位を上げて次につなげることを 
ち確認し試食に臨んだ日本。積み重ねてきたこと、日本のスピード 
をここで見せつけるべくゲームに入る。立ち上がりから相手ミス 
を速攻につなぎ田中、岡松で3が0とリードする。相手のラフプ 
レーから得た 7m を田中、徳田が落ち着いて沈め]日分14対8と 
優位に進める。その後田中、徳田、ま倍で4連取もあり19対]1。 


一進一退の攻防で前半を8点リードで折り返す。 

八ーフタイムでゲーム運びを確認し後半に入る。後半立ち上がり 
はお互いが点を取り合う展開。安倍のロング、岡松の速攻、相澤の 
サイドなどで加点するも2日巧]9と目点差に詰め寄られる。ここ 
から日本は相手退場時に徳田、相澤が連続得点し残り10分3日対 
2巳の1日点差とする。最後は康本、安倍、庄子、今野らが加点し 
試を終了。積み重ねてきたトレーニングの成果が存分に出て、ス 
ピード感溢れるゲーム展開ができたゲームであった。次戦は ] ア〜 
18位をかけてアルゼンチン戦に臨む。初の世界選手権最終戦。チ 
—ムー丸となって勝利をつかみとりたい。 

[個人得点]徳田： 9点、田中： 8点、安倍： 6点、齊藤•岡松： 4点、 
相澤： 3点、藤•今野.玉川： 2点、助ま•康本•庄子：]点 


■ 8 月 19 曰（月） 

プレジデントカップ決勝戦 

日本42 (18— 16、 24 —20) 36アルゼンチン 

]7-18位決定戦となるプレジデントカップ決勝戦。次のステー 
ジに向けてのスタートという位置づけで最終戦に臨んだ日本。立ち 
上がりは岡松、齊藤、徳田らで得点するも旧手の体格を活かした力 
強いカットインプレーに苦しみ互角の展開。先に抜け出したのは日 
本。藤、田中らのスピード溢れる速攻、クイックスタートが決まり 
だし1日分、]2巧7と主導権を握る。そこから相手の強引なカッ 
トイン、ポストを食い止められず25分]4対1日と逆転を許すが、 
徳田の速攻、安倍の DS などで食らいつき] 8対]目の2点リード 
でキ斤り返す。 

八ーフタイムに残り30分このチームが積み上げてきた「らしさ」 
を出そラと再確認し後半に突入。立ち上がりは両チームとも得点の 
巧り合いが続き10分巧対22と緊迫感のあるゲームが続く。1己 
分過ぎから田中、藤らの速攻で30対2日とリードする。世界で戦し、、 
4日分過ぎからのフィジカルの差に勝敗を左ちされてきた日本だが、 
強い八ートで苦しい時間帯を乗り越え、安倍の渾身の DS やサイド、 
相澤の切れのあるサイドなどで突き放し、残り日分3目対31。最 
後はチームの核である田中、徳田が一気に勝負を決めるシュートを 
たたき込み41巧34。リーダーシップを発揮しこのチームを牽引 
したキャプテン助まの7 m も決まり42対36で勝利した。 

プレジデントカップ決勝ということで試合後のセしモニーでは卜 
ロフィーが授与され、会場では君が代が流された。誇らしげに国歌 
を斉唱し、初の世界チャレンジは幕を閉じた。予選で2勝し決腊 
トーナ;> (ント （ベスト] 6) に進出するという目標は成し得なかっ 
たが、厳しいアジア予選を突破し初のチャしンジで最後まで勝利に 
こだわり、日本人の「粘り強さ」「あの強さ」「和の強さ」をコート 
で表現し続けてくれた選手達は本当に素晴らしかった。 

[個人得点]徳田：14点、田中： 8点、安倍： 6点、藤：日点、齊藤‘ 
相澤： 3点、岡松： 2点、助安：1点 
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2 点共写真提イ共：スポーツイベント社 


■最終順位 

[男テ】 

優勝浦添市立神森中学校紳禮県） 

準優勝氷見市立西條中学校（富山県） 

3 位周南巿立岐陽中学校（山口県） 

名古屋市立淸ノ水中を校（愛知県） 

【女子】 

優勝川崎市立西中原中学校（神奈川県) 

準優勝岩国市立平田中学校（山□県） 

3 位京田辺市立大住中学校（京都府） 

名古屋巿立平針中学校（愛知県） 


■優秀選手 



奧原 

龍之介 

浦添市立神森中学校 

沖縄県 


平仲 

航 

浦添ホ立神森中学校 

沖縄県 


豊里 

友輔 

浦添市立神森中学校 

沖縄県 

男子 

太田 

龍 

氷見市立西條中学校 

富山県 


林祐弥 

氷見市立西條中学校 

富山県 


本谷 

力 

名古屋市立淀ノ水中学校 

愛知県 


坂根 

大勢 

周南巿立岐陽中学校 

山口県 


渋佐 

知里 

川崎市立西中原中学校 

神奈川県 


山田 

美穂 

川崎市立西中原中学校 

神奈川県 


中村 

風夏 

川崎市立西中原中学校 

神奈 jll 県 

女子 

山本 

早紀 

岩国ホ立平田中学校 

山□県 


吉田 

真紀 

’岩国市立平田中学校 

山口県 


鈴木 

優香 

名古屋ホ立平針中学校 

愛ミ□県 


南夏津美 

を田辺お立大住中学校 

京都府 


(公財）日本中学校体育連盟ハンドボール専門部競巧部長齋藤仁;宏 


全国大会を終えて 


「豊田の大地に輝く汗を豊田の空にひまわりのような笑顔 
を」のスローガンのもと、8月20日から4日間の日程で、 
愛知県豊田市において開催された第42回全国中学校ハンド 
ボール大会は、中学校チャンピオンを目指す男女各20チー 
ムによって熱戦が展開されました。顧問として、学校生活は 
もとより健全な生活-巧動にまで携わってこられた先生方の 
情熱と信念が、競技面のみならず挨搂や宿舎等でのしっかり 
とした過ごし方にも現れており、豊かなふとたくましい身体 
で21世紀を担う生徒の育成に貢献されていたと思われます。 
大会会場での横断幕の文言やゲーム中の指示の内容からも、 
技能の止台となるムの指導が徹底されていると感じられまし 
た。全国各ブロックの離しい予選を勝ち抜いてきた精鋭とあ 
って、尝場での観戦や移動のマナーの面、保護者の応援の姿 
にも、その日頃のチーム指導の姿勢が良い影 S を及ぼ'してい 
たかと思います。また、本年は例年にない猛暑日の続く中、 
何よりも選手の健康を第一に考え、練習の成果が発揮できる 


ように、選手と応援が一体となることのできるようにと配慮 
された運営でした。実行委員会のみなさんをはじめ、地域ぐ 
るみでの運営が随所に見られ、大会を無事に終えることがで 
含ました。 

さて、今大会を振り返りますと、男女ともに接戦のゲーム 
が非常に多く、3点差拟内のゲームとしては男子が6試合、 
女子は8試合ありました。延長までもつれた3試合はすベて 
最終的に1点差で、ほんのわずかな差が勝敗を決しました。 
上位に進出しているチームが各ブロック第1代表に限られて 
いないことからも、それぞれのブロックでの技術.戦術の差 
がなくなってきていること、予選もまた織烈な戦いであった 
ことの現れと思われます。男子の部で7年ぶり日度目、九州 
ブロックに13度目の優勝を持ち帰った浦添市立神森中学校 
( 沖縄）、女子の部で関東ブロックとしては3年連続となる、 
見事な初優勝を果たした川崎市立西中原中学校（种奈川）。 
監督.コーチの みなさん、活動をバックアップしてこられた 
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第 42 回全国中学校ハンドボ-™ル大尝 


保護者の皆さん、温かく見守られてきた学校関係者のみなさ 
んおめでとうございました。 

現代のハンドボールでは、スピード-テクニック-スタミ 
ナの要素が問われ、大変レベルも上がってきています。リオ 
デジャネイロオリンピックへの出場にむけて我が国ハンドボ 
ール界を上げてステップアップを目指している中、今大会の 
中から将来的にオリンピックや世界選手権といった国際的に 
活躍する選手が多数現れてくれることを祈ります。 


終わりに、本大会を開催するにあたり、多大なご指導•ご 
支援を目易りました関係諸機関-団体役員の先生方、地元豊田 
市の実行委員舎•中体連、生徒役員の皆様のふのこもった大 
会づくりと運営ぶりに裸く感謝申し上げ、総評と致します。 
各会場においてすベての方々に大きな声で挨楼をする地元の 
中学生による誠意あふれる運営は、夏の暑ささえ忘れさせる 
爽やかさを感じさせてくれるものでした。誠に、ありがとう 
ございました。 


第42回全国中学校ハンドボール大会実行委員会事務局た黒英男 


大会を振り返って 


平成2日年度全国中学校体育大会、第42回全国中学校ハ 
ンドボール大会を8月20日〜23日までの4日間にわたり、 
愛知県豊田市において開催しました。 

愛知全中の開催が決定した平成23年に、第40回京都全 
中の下見を急遽しました。その時に初めて全国大会を運営す 
る立場で視察し、競巧役員や生徒役員のてきぱきとした動き、 
地元チームの活躍などから、豊田市の競技役員組織力の強化 
と豊田巧の中学生の競技力向上の必要性を強く感じました。 
第41回茨城全中の視察では、地元ぐるみの大会運営で温か 
さとパワーを感じました。愛知大会に向けて、地元豊田市民 
に、いろいろなメディアを使って発信していく必要性を感じ 
ました。 

さて、本市で開催される中学生の全国大会は、2回目で、 
平成17年度にサッカーが豊田スタジアムを中ふに開催され、 
開催地枠出場チームが準優勝するという快挙を成し遂げ、た 
いへん盛り上がった大会となりました。これに続いての8年 
ぶりの大会ということもあり、市民からの期待も大きく、実 
行委員会としてはプレッシャーを感じざるを得ませんでした 
が、サッカー大会の実績と関わった方々に助けられることも 
多くありました。 

幸いにも、会場のスカイホール豊田は、北京オリンピック 
アジア予選やジャパンカップを行うような日本有数の大きな 
体育館であり、同時4面開催が可能であったり、駐車場も多 
く、全館空調が整備されていたりするなど、恵まれた施設で 
す。この会場で開催できたことは運営面で助かりました。 

また、「豊田の大地に輝く汗を豊田の空にひまわりのよ 


うな笑顔を」というスローガンのもと、「子どもたちに夢を 
与えるような大会にしよう」「ハンドボールの盛んな愛知ら 
しい大会にしよう」という思いから、全日本男子代表選手を 
10名招いて、インタビューやサイン会を実施しました。サ 
イン舎場にできた長い列や笑顔を見たとき、子どもたちに夢 
を与えるお手伝いができたように感じました。 

今大会の生徒役員は、市内の中学校のハンドボール部設置 
校から参加してもらいました。また、開会式でのプラカード 
係りとして、女子ハンドボール部のある学校からボランティ 
アにも参加してもらいました。 

競技役員については、豊田市の実行•委員だけでなく、県中 
体連ハンドボール競技専門部の先生方、県ハンドボール協会、 
地元のハンドボール少年団の保護者の方々、トヨタ自動車ハ 
ンドボール部 OB の方々、そして、豊田市の中学校体育主任 
やボランティアの先生方にお手伝レ、いただきました。お忙し 
い中、本当にありがとうございました。 

最後になりましたが、今大会を開催するにあたりご尽力頂 
きました（公財）日本中体連、（公財）日本ハンドボール協会、 
愛知県、豊田市、東海中体連、愛知県中体連、愛知県ハンド 
ボール協会、豊田市ハンドボール協会、（公財）豊田市体育 
協会そして協賛各位に改めて厚く御礼を申し上げますととも 
に、次年度開催である愛媛県大をの大成功と東日本大震災の 
被害に遭われた地域の1日も早い復興を祈念して、今大会の 
回顧とさせて頂きます。みなさん本当にありがとうございま 
した。 


男子優勝浦添市立神森中学校（沖縄県) 


神森中学校男子 M ンドボール部顧問瑞慶覧長大 

神森中学校男子ハンドボール部の顧問に就任すると決まっ 
た時、私は期待と不安でいっぱいでした。全国レベルの実力 
を持った選手たちを率いることのできる喜びと、またその一 
方で着実にその結果がだせるのかという不巧でした。部顧問 
就任当初、彼らの能力には確かに目の見張るものがありまし 


たが、チームとしてのまとまりは強いとはいえず、練習中で 
も ハン ドボールに集中できていないことがよくありました。 
そんな中、幸いにも有能な外部指導者が技術指導をしてくれ 
ることが決まり、私は彼らのメンタル面を強くすることと共 
にそこをケアしていくことに専念しました。普段のあいさつ 
や準備.片付け、10分前行動などスポーツマンとしての当 
たり前の行動-資質を高めるような指導をムがけました。そ 



して何より彼らのモチベーションを大事にしてきました。な 
かなか覇気を出せないチームではありましたが、決して暗い 
チームでもなかったので盛り上げに発破をかけると彼らは 
徐々に応えることができるようになってきました。しかし、 
そんな中でむかえた地区大会、県大会では意外にもよい内容 
とはいえないものでした。彼らは試合中に些細なミスを連発 
し自分たちのペースで試合運びをすることができませんでし 
た。明らかに慢ふからくる油断と緊張感の欠如でいつ負けて 
もおかしくない試合を続けていました。練習のミーティング 
で何度もそこを指摘されてはきましたが彼らのふに大きな変 
化はみられませんでした。そんな状況を救ったのが意外にも 
九州大会の決勝戦で対戦した「大分中学校さん」でした。自 
らの才能をも凌ぐ相手と対戦した彼らは私が見てきた中で初 
めての"必死"をみせました。これまでにない緊張感と危機 
感がそこにはありました。その経験が全国に大きな影響を与 
えたことは間違いありません。全国の舞台で試合を重ねるご 
とに彼らは成長し、チームが一つとなっていきました。 

大会を振り返り、私たちが勝利を重ねていくことができた 


のにはたくさんの努力や援助、試練やきっかけ、そして運や 
巡り合わせに支えられてきたのだと感じています。そのすベ 
てが一番うまくかみ合ったのが神森中学校だったのかもしれ 
ません。力となってくれた保護者や部活の 0B、 支えてくれ 
た専門部の先生方、お互いを高めあった対戦相手、関わって 
くれた人はたくさんいました。この場を借りてそのすベての 
人たちに屯、より御礼申し上げます。 

神森中学校男子ハンドボール部主得平 f 中航 

全国大会で優勝ができてとても嬉しいです。全国制覇がで 
きたのは、自分たちを支えてくれた保護者の方々や顧問、コ 
ーチが厳しく指導してくれたからだと思います。 

試合が近づいてくると、高校生の先輩たちや JOC のメン 
ノく一が練習相手となってくれたのでとても助かりました。今 
まで協力してくれた方々への感謝の気持ちを全国制覇という 
形で表すことができて本当に良かったです。 


女子優勝川崎市立西中原中学校（神奈パ I 県) 


世代を超えた集大成 

川崎ホ立西中原中学校田中秀司 

はじめに、第42回全国中学生ハンドボール大会を開催す 
るにあたりご尽力いただいた（公財）日本中学校体育連盟を 
はじめ、（公財）日本ハンドボール協会、愛知県ハンドボー 
ル協会、並びに関係各位の皆様に改めてふより厚く御礼申し 
上げます。 

このたび、第42回全国中学生ハンドボール大舎において 
初の栄冠を手にすることができました。これも日頃から、西 
中原中学校ハンドボール部を支えていただいている保護者の 
方々や、先代の長が先生をはじめ、ハンドボール部に助言- 
指導をしていただいた多くの方々の力があってこその結果だ 


とむから感じています。また、春中の結果に満足することな 
く、常に上を目指し続けた選手たちの努力の賜物です。 

全国優勝に至るまで、相手チームから常に多くのことを学 
び、教えていただき成長してきました。市•県大会ではチー 
ム-選手の研究をされ、なかなか自分たちの持ち味が出し切 
れない試合展開も多くありました。試合が終わる度にミーテ 
ィングを行い、反省と次への課題を全員で巧有し前進し続け 
てきました。市•県大会だけでなく関東大会、全国大会でも 
常に学ぶ姿勢と、向上ムを忘れることなく取り組んできたこ 
とも大きな要因の一つだと感じています。 

3年生は、学年が変わるたびに監督が異動してしまうとい 
う条件の中で3年間ハンドボールに取り組んできました。そ 
んな不安の中でも高い志を忘れることなく、最後まで顧問を 














信じついていくという強い信念を持ち続けてくれました。そ 
んな選手たちにふから感謝しています。また、恼みや不安を 
抱えている選手に対してムのケアを行い、常に前向きな気持 
ちにしてグラウンドへ送り出してくれた、学年主任、担任、 
養護戰諭の先生方。そして私一人では目の行き届かないよう 
なところまで気を使い、最後まで選手に寄り添ってくれた小 
山先生、桑野先生。優勝に至るまでの苦しい戦いの中でたく 
さんの指導•助言してくださった川崎市ハンドボール専門部、 
神奈川県ハンドボール専門部、関東ハンドボール関係者の皆 
様。そのすベての方々の協力があって、今回の春夏連覇とい 
う偉業を成し遂げることができました。今回の優勝は世代を 
超えた西中原中学校ハンドボール部の結晶であり、集大成で 
あったと感じています。 

今回このような素晴らしい経験をさせていただいた環境 
と、選手への感謝の気持ちを忘れることなく、教師として、 
ハンドボールの指導者としても日々精進していきたいと思い 
ます。 

最後に、全国大会決勝のあの大舞台に選手たちと立たせて 
いただいたこと。このようなチャンスをいただいたことにふ 
から感謝申し上げます。 

勝って兜の緒を締めよ 

西中原中学校女子ハンドボール部巧佐知里 

私たち西中原女子ハンドボール部は、春の全国大会を優勝 
という最高の結果で終わり、「勝って兜の緒を締めよ」とい 
う言葉を胸に次の全中でも全国制覇という目標を掲げ一から 
スタートしました。新たに1年生が加わり春の県大会を優勝 
しました。ですが、これからという時期を緩めてしまい他県 
の強豪校との練習試合では負け続け自分たちの今の実力のな 
さに気付かされました。そこからチームの気持ちは変わり 
日々練習に打ち込みました。 

全中予選が始まりました。市大会を勝ち上がり県大会に出 
場することができました。県大会で西中原の男子は負けてし 
まい関東大会出場の切符を逃してしまいました。毎日一緒に 
練習していた男子の悔しい思いを私たちは忘れることができ 
ませんでした。そのため、男子の部員の分まで全国制覇する 


という気持ちが強くなりました。 

迎えた関東大会。初戦から苦しい試合ばかりでしたが、チ 
ームー丸となって戦い決勝進出を決めました。決勝の相手は 
昨年の全国の王者•けやき台中学校。前半は苦戦しましたが、 
自分たちの良さであるコミュニケーシヨンをとり徐々に自分 


そして全国大会。私たちは2回戦から出場でしたが、初戦 
の相手ということもあり足が動いていなく固くなったものの 
段々と持おの速攻を生かし培良中学校を、3回戦は高岡中学 
校を、準決勝は大住中学校に勝利しました。決勝戦の前のチ 
ームで気を引き締めました。決勝の相手は春と同じ平田中学 
校でした。試合は春と同様に序盤から激しい試合となり互角 
の戦いを繰り広げ、前半は9対目でリードして終えました。 
ハーフタイムではみんなで攻めて勝つと話し、絶対に負けな 
いという気持ちを強く持ちました。後半も相手の素早いプレ 
一に苦戦したものの自慢のデイフェンスから速攻を中ふに得 
点を重ねていき、退場者も出してしまいましたが、周りの選 
手が支え合い苦戦を乗り越え、その結果18が16で勝利し 
念願の春夏連覇を達成することができました。 

私たち3年生は毎年指導してくださる先生が違いました。 
1年生の時は松永先生からプ レーの 基礎や日々の生活態度。 
2年生の時は大房先生から全国大会での勝ち方や人間性の大 
切さ。そして3年生になり田中先生からは、「試合中に一人 
でも泣くやつがいれば泣ける」と言われ続け、そこから連続 
優勝するための本当の強さを教えてもらいました。つらいと 
きにチームを盛り上げてくださった小山先生、桑野先生。遠 
征の度に引率してくださった尾立先生。つらいことや苦しい 
こともありましたが、それぞれの先生方が教えてくださった 
ことで私たちは大きく成長することができたと思います。そ 
んな先生方のおかげで春夏連覇することができました。 

また、校長先生をはじめ教頭先生や先生方、西中原中生徒 
の皆さん。地域の皆さん。いろいろなところでお世話になっ 
た先輩方。ハンドボールでがり合った全国のライバルたちの 
応援。そして決して忘れてはいけない家族、チームメイトの 
支えがあったからこその全国優勝だと思います。 

そんな方々への感謝の気持ちを忘れずにこれからもがんば 


っていきたいと思います。 


たちのペースを取り戻し、関東大会を制覇しました。 
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第 42 回全国中学巧八ンドボール大会 


■戦 

►男子 ◄ 

■準決勝 

神森中を巧27 (17 - 1 K 10-13) 24岐陽中を校 

神森中の スロー オフで試合開始。先制点は神森中2番平仲の 
ランニングシュートがきまる。すぐさま岐鴨中6番長弘が ディ 
フェンスの マークを外し、シュートを決め取り返す。そこから 
ゲームの 流れをつかんだのは神森中。 フッ トワークを生かした 
アタック ディフェンス に岐陽中が攻め手を欠き、神森中がヵッ 
卜からの速攻など、4連続得点。前半8分、岐陽中2が目で夕 
イムアウト。その後も神森中3番豊里の豪快なミドルシュート、 

11番池原の速攻を中ふとしてペースを渡さない。前半20分、 

1己対6で神森中9点リード。ここから岐隔中が力を発揮する。 

2番坂根のフェイントをきっかけとしディフェンスをくずし 一 
挙に日得点で差を詰める。前半は17対1し神森中目点リー 
ドで終了した。 

後半開始、神森中のディフてンスに対応を見せ、岐陽中が得 
点を重ねペースをつかむ。岐陽中2番坂根を中ふとした攻撃で 
徐々に点差を詰めていく。岐陽やのディフェンスも神森中3番 
豊里にシュートを打たせない堅い守りを見せ、後半20分、23 
が21の2点差までつめよる。神森中は退場者も出て苦しいが 
況の中、11番池原がサイドシュートを連続で決め、勝負あり。 

両 チームとも ゴールキーパーのフ ァイン セーブ も 多く感動する 
試合であった。 

西条中学校23 (7 — 7、 16-8) 15清ノ水中を校 

先制点は西条中14番平井がパスヵットから速攻を決めた。 
西条中は滝ノ水中の二次速攻に対し、中盤でアグレッシブにプ 
レッシャーをかけミスを誘う。滝ノ水中も堅い守りで粘り、序 
盤は ロースコアの 展開となった。9分、西条中 GK 中島がノー 
マークシュートをファインセーブし、そのまま3番ま平が速攻 
を決めた。続けて2番安達が2連取し、4対1と西条中が3点 
リードした。13分過ぎ、滝ノ水中がタイムアウト。その後14 
番不破のロングシュートが決まり2点差とするが、その直後、 
滝ノ水中に退場者が出る。しかし、滝ノ水中は苦しい状況の中、 
GK 服部のファインセーブで点を与えない。その後も我慢強く 
守り、じわりじわり点差を詰めていき、23分過ぎに同点に追 
いつき前半は7が7で終了した。 

後半開始直後、西条中は2番安達、14番平井の速攻で2連 
取するが、滝ノ水中も13番志水のポストシュートや14番不 
破のロングシュートで対抗する。しかし、7分過ぎから西条 
中は13番太田のステップシュートやカットインシュート、2 
番安達の速攻などで4連取し、14対1日と4点をリードする。 
滝ノ水中もたまらずタイムアウト。その直後、11番谷本が口 
ングシュートを決めるものの、西条中1日番林のロングシュー 
卜で取り返す。西条中は後半の中盤臥降もディフェンス面でよ 
く足が動き、積極的に相手にプレッシャーをかけ、速攻で点差 
を広げ、8点差でタイムアップとなった。 


■決勝 

巧森中学校26 (13 — 10、13 —12) 22西を中学校 

3回戦で春中の覇者、大分中を破り、続く準決勝では滝ノ水 
中を下して愛知県の全中日連覇を阻止して勢いに乗る富山の西 
条中が、相手チームを苦しめ続けてきた沖縄の神森中の堅固な 
高めの3 — 3ディフェンスをどう崩すのかが楽しみな決勝戦。 

両 GK の好セーブで試合が始まる。先制は神森中2番平仲の 
パスカットから速攻。対する西条中は1日番林が鋭い ロング シ 
ュートをきめる。この後神森中は積極ディフェンスでミスを誘 
い、11番池原の速攻などで3連取。西条中が3点差を迫って 
一進一退の攻防に入る。12分、西条中は13番太田の得点を 
皮切りに3連取。16分には15番林がディフェンスに当たら 
れながらもシュートを押し込み、このゲーム初めてリードする。 
ここでタイムアウトを取った神森中は、 GK の12番奥原がフ 
アインセーブを連発。それにこたえるように、9番新垣の ロン 
グシュートなどで日得点し、3点差をつけて13対10。神森 
中リードで前半を折り返した。 

後半も神森中ディフェンスの激しいプレッシャーは続き、 2 
番平仲がパスカットから速攻を決めペースをつかむと、7分ま 
でに点差を目点に広げる。西条中は13番太田、1日番林が力 
強いドリプルでディフェンスをかわし、豪快なシュートを決め、 
得点を重ねる。一時は3点差まで詰め寄る。しかし、神森中は 
2番平仲、4番仲石のロングシュート、11番池原のカットイ 
ンが要所で決まり、西条中の追撃を許さず、26が22で平成 
18年度!^来の優勝を飾った。 

►女子 ◄ 

■準決勝 

西中原中学校23 (10—9、 13-7) 16大住中学校 

前半大住中のスローオフで試合開始。先制点は西中原中、速 
攻から2番山田のフェイントシュートが決まる。その後も3番 
中村のカットインなどで日分には、3巧0とリードを広げる。 
早く得点が欲しい大住中だったが、西中原や1番渋佐の好セー 
ブもあり、ノーマークシュートのチャンスを得るものの、得点 
にはつなげられない。粘り強く攻め続けた大住中の初得点は、 
3番伊藤のカットインシュートだった。この得点から勢いをつ 
ける。ロングシュートには当たっている渋佐に対して、大住中 
はポストを効果的に使い始める。4番石川のサイドシュートを 
皮切りに、目番菊池のポストシュートが連続で決まり、12分 
過ぎに試合を振り出しに戻す。ここで西中原中もタイムアウト 
を取り、立て直しにかかるが、足をしっかり合わせて守る大住 
中 DF を崩しきれない。流れに乗った大住中は7番吉川の連続 
得点もあり、中盤には8対日とリードする。西中原中学校もこ 
のままでは終わらせない。落ち着きを取り戻し、思い切りの良 
い速攻から、怒とうの反撃を見せる。4番佐保のステップシュ 
ートや日番羽二生のサイドシュートなどで、日連取し前半終了 
直前に逆転する。前半は互いに譲らず10対9と1点差で西中 
原中がリードして折り返した。 
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後半、前半終わりの 勢い そのままに西中原中が猛攻を見せる。 
7番志がのサイドシュートから勢いに乗った速攻を見せ立て続 
けに得点を 決め、 8分には1 目 対10と 目 点差をつける。大住 
中はタイムアウトを取り、立て直しにかかる。中盤、西中原中 
は退場者を出すも、このピンチを1番渋佐を中ムにしのぐ。大 
住中も3番伊藤、2番南の身長を活かした攻撃で反撃するもの 
の西中原中の粘り強く足を使った DF に苦戦し、23対16で夕 
イムアップとなった。 

平田中学校16 (11 —3、 5—10) 13平針中学校 

平田中の スロー オフでゲームがスタート。先制点は平針中8 
番平澤のサイドシュートが決まる。すぐさま、平田中は8番横 
田がパスフェイントからゴールを決め、追いつく。そこから目 
番吉田、4番山本のミドルシュートが連続して決まり、平田中 
ペースで試合が始まる。平針中は、足が動いている平田中ディ 
フ卫ンスに対して攻めあぐね、逆に2番上尾、日番柿本がリズ 
ムの良いパス回しの中から得点を決め、7対2としたところで 
平針中はタイムアウト。その後、平針中もパスのリズムを上げ、 
フリーシュートの場面を作るが、平田中 GK 中妻が立ちはだか 
る。平田中は6番吉田の連続得点ををむ4連取で11対3とし 
最高の形で前半戦を終えた。 

後半は、得点が欲しい平針中は相手のセットプレーに対応し 
始め、そこからの速攻の勝負をかける。日番向井、4蚕木元の 
シュートが決まり、さらに3番鈴木のミドルシュートが連続し 
てゴールにつながるなど、10分間で13対9まで追い上げる。 
ここで平田中はタイムアウト。しかし平針中の勢いは止まらな 
い。3番鈴木がさらに連続ゴールを決め3点蔚こ。前半に比べ、 
単発のロングシュートが目立ち始めた平田中は、平針中の動き 
が速くなったディフェンスに攻め手を欠き、パッシヴプレーを 
予告され、苦し紛れのロングシュートを連発する展闢に。タイ 


ムアウト後、平田中9番亀谷が相手の退場を誘いながらの倒れ 
こみシュートを決め、点差を広げ、流れを引き戻した。このま 
ま平田中が逃げ切り、全中の決勝へと駒を進めたのだった。 

■決勝 

西中原中学校18 (9 — 6、 9—10) 16平田中学校 

試合開始1分、平田中が目番吉田のゴールで先制点を挙げる。 
しかし、すぐさま西中原中2番山田の強烈なミドルシュートで 
取り返す。序盤から両チーム激しいディフェンスを見せ、相手 
オフェンスにディフエンスの間を割らせない。ディフエンスの 
すきを奕き、西中原中6番森がゴールをあげるが、平田中も4 
番山本の鋭いカットインを決め、開始20分、日対日の同点。 
互角の戦いを繰り広げる。2日分過ぎ、4番佐保の強気な攻め 
が相手の退塌を誘い、そのプレーで得た7 mT を3番中村が確 
実に決める。その後も、日番羽二生、4番佐保が連続で得点を 
挙げ、西中原中学校がわずかに抜け出す。平田中も前半終了間 
際に、目番吉田がロングシュートをたたきこみ追い上げを見せ 
たところで前半終了。9対目、西中原中リードで後半戦へ。 

後半開始直後から西中原中が足の良く動いたディフェンスか 
らの速攻を中,こ、に、目分過ぎまでに4連打。一気に突き放しに 
かかる。離されまいと目番吉田が連続ロングシュートを決める 
と、日番羽二生も右サイドからとびこみ得点を挙げる。両チー 
ムディフェンスに疲れが見え始めたところで平田中が、ディフ 
ェンスの間を強気に攻め7 mT を獲得。しかし、西中原中1番 
渋佐がファインセーブ。チームのピンチを救う。残り4分、相 
手のミスを突き、平田中2番上尾が速攻で得点を挙げ2点差に 
迫る。しかし、西中原中は、落ち着いた攻めから7番志村がポ 
ストシュートを決め、続けて、2番山田がスピードに乗った速 
攻から勝負を決めるゴール。18対16、西中原中が栄冠を勝ち 


取った。 


日本代表にインタビュー（全国中学校大会から) 


全国中学校大会、男子決勝の八ーフタ 
イムを利用して、大同特殊鋼、トヨタ車 
体所属の日本代表選手に地元中学生から 
インタビューが行われた。 

最初は、現男子ナショナルチーム清水 
監督から。試合を見ての感想をホゆら 
れ、素晴らしいプレーが多くみられたこ 
とと、将来ナショナルチームで活躍でき 
るよう精進してほしいと、エールが送ら 
れた。 



男子ナショナルチームキャプテンの武 
田選手からは、「皆さんもしっかり勉強 
して、文武両道に優れた選手に成長して 
ほしい」とのエールが送られた。 

どラしたら八ンドボールが上手くなる 
かといラ質問もされましたが、多くの選 
手が練習が大切と述べていました。やは 
り、優秀な選手になるためには練習が一 
香大切なよラです。 

表彰式のメダルプレゼンターには、協 
会等役員の方々が担当されていました 
が、ここでは、現役ナショナル選手の武 
田遇手と、高智選手が担当しました。（写 
真は高智選手）メダルを受けた中学生に 
とっては憧れの選手だけに、感動もひと 
しおのように見受けられました。 

全国中学校大会が開催された、豊田ス 
カイホールは、オリンピック予選や全日 
本マスターズ大舎など多くの大会が開催 



されたところです。今回も数年前から準 
備を重ね、成功裏に大会を終えました。 
特に地元枠で出場した、豊田市立前林中 
学校と高岡中学校は共に初戦を突破し、 
大いに大会を盛り上げました。豊田ホ八 
ンドボール協会平松学会長は、大会を成 
巧裏に終えることが出来、今後ますまず 
八ンドボールの発展に寄ちして巧きたい 
との抱負を述べられていました。 
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穗山高専監督池田光優 

「3連覇への重圧」、今大会は私にとっても、部員達にとっ 
ても、この言葉に強く縛られた大会でした。昨年度の高専大 
会から変わったメンバーは一人だけであり、周りの目は「徳 
山高専が3連覇するだろう」と見られていましたが、実際 
は進路の関係や怪我などで全国大会直前までメンバーが固定 
しきれないという非常に危ない状態でした。会場に入ってか 
らも私を始め徳山高専全体に固さがありました。実際に試合 
がすすんでいくとその固さもとれましたが、今年度の決勝戦 
の相手である函館高専は最強の相手であり、一進一退の攻防 
が最後まで続く非常に緊迫した大会となりました。今回は本 
当に両校どちらが優勝しても不思議ではない内容でした。そ 
んな中で、選手達は最後まで勝つことをあきらめなかったの 
で、今回このような結果が得られたのだと思います。今回の 
3連覇に対し、常に主力選手として活躍した日年生のみなさ 
ん、本当におめでとうございます。高専体育大会には団体競 


第48回全国高等専門学校体育大会■第40回全国高等専 
門学校八ンド ボール 選手権大会が8巧17 〜 18日、青森県 
の十和田市総合体育センターにて開催されました。7月に 
開催された各地区高専大会を含む全国高専大会は、高専1 
〜巳年の全学年で構成したチームで挑むことができる唯一 
の公式競技会であり、 高専生にとっての最大の活動目標で 
あると言えます。今年度は全国8地区の予選を勝ち振いて 
きた函館、一関、仙台（名おキャンパス)、東京、豊田、石 
川、大阪府大、徳山、高知、北九州、有明の11校に主管校 
の八戸を加えた12チームで巧われました。大会に先立ち8 
月16日に行われた開舎式で、主管校八戸高専のち将である 
お野航貴君が力強い選手宣誓をして熱戦の火蓋が切られま 
した。日程は3チームずつ4ブロックに分かれ競われる予 
選リーグ （8 月17曰）と、各ブロック1位の4チームに 
よる決勝!ナメント （8 巧18日）です。 

大会開催の準備にあたっては、青森県で全国高専八ンド 
ボール 選手権大会が開催されるのは平成6年の第21回大 

技において、3連覇した時 
のみ高専機構から特別表彰 
というものがあり、この3 
連覇というものは本当に重 
い結果なのだなということ 
が今回の大会を通してよく 
わかりました。 

最後に、本大会を円滑に 
運営していただきました八 
戸高専の皆様と、審判の派 
遣など競技に多大なるご協 
力をいただきました青森県 
ハン ドボール協会、十和田市 ハン ド ボール協会の皆様に感謝 
の意を表します。ありがとうございました。 

徳山高専を将國廈倉!] 

昨年の高専大会は現在の日年生中ムのチームで優勝し、 
今大尝も同じメンバーで望む予定でしたが、怪我や進路の関 
係で調整がつかず、4年生政下の選手の成長が必要となりま 
した。そこで、メンバー全員が試合に出て戰えるチームを目 
標にこの1年間活動し、無事中国大会を勝ち進むことがで 
きました。そして全国大会、3連覇の重圧からか調子は上が 
らず、特に決勝の函館高専戦は厳しい展開でしたが、なんと 
か優勝することができました。笑顔で引退させてくれた楽し 
い後輩達、そして今まで徳山高専を引っ張ってきてくれた己 
年生のみんなには本当に感謝しています。 

応援、サポー ト してくださった方々には感謝を申し上げま 
す。これからも徳山高専ハンドボール部をよろしくお願いい 
たします。 
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会が来の19年ぶりで、本校で当時のことを知る者も少なく 
どのよラに進めればいいのか戸惑うところもありました。そ 
のよラな中、青森県八ンドボール協会および十和田巿八ンド 
ボール協会のみなさまには多大なご支援で開催に導いていた 
だき、大蜜お世話になりました。大会当日は、ご存知の通り 
列島を猛暑が襲っており、本州最北端の青森といえども平年 
の気温を大きく上回る異例の酷暑の中での競技となりました。 
冷房設備の無い会場のため熱中症がむ配されましたが、大き 
な事故無く大会を終えることができたことは、大会運営に携 
ねる者として一番安堵したことでした。選手の体調とベスト 
パフォーマンスを第一に配慮して大会を支えていただきまし 
た皆様、また、大聋に臨んでいただきました各チーム関係者 
の皆様には感謝申し上げます。 

今大会は兰連覇を狙ラ徳山高専にミ主目が集まりましたが、 
選手達は連日の猛暑にも負けず予選リーグから白熱した試合 
を繰り広げました。予選リーグ第1ブロックは、大阪府大高 
専が昨年度も同じブロック でしの ぎを削った高知高専に競り 
勝ち昨年度準優勝の実力を発揮し2年連続の決勝トーナメン 
卜へ。第2ブロックは函館高専と化九州高専が競り合った結 
果、函館高専が3年連続の決勝トーナゾン S 進出を決めまし 
た。第3ブロックは、平成6年に同会場で開かれた第 2] 回 


全国高専大会议来の優勝を狙ラ石川高専が地元開催で初の決 
勝トーナメント進出を狙う八戸高専を振り切り決勝卜ーナ 
ント進出を果たしました。第4ブロックは云連覇がかかる徳 
山高専が盤石の危なげない試合展開で予選を突破しました。 

昨年度と同じ顔合わせとなった大阪府大高専 vs 函館高専の 
準決勝第1試合は、函館高専が昨年度の雪辱を果たし決勝戦 
の切符を手にしました。準決勝第2試合は石…高専 VS 徳山 
高専。徳山高専が前半懸命に食らいついた石川高専を後半に 
振り切り三連覇をかけた決勝戦へ勝ち進みました。決勝戦は 
ともに3年連続で決勝卜ーナメントに駒を進めてきている函 
館高専 VS 徳山高専。終始追いつ追われつの展開で最後のブザ 
一が鳴るまで勝敗の行方が分からない手に汗握る試をを披露 
しました。結果は徳山高専が云連覇の快挙を達成し全国高専 
八ンドボール選手権大会に新たな歴史を刻んで2日間の幕を 
閉じました。 

最後になりましたが、本大会の開催にあたりご支援ご協力 
いただきました日本八ンドボール協会、青森県八ンドボール 
協会、 十和田市八ンドボール協会、地元兰本木高校八ンドボ 
-ル部をはじめとした全ての役員•スタッフ.関係の皆様に 
お礼申し上げ、大会の報告とさせて頂きまず。 


戦 

■準ミ央勝 

函館高専23 (12—4、11一 12) 16大阪府大高専 

昨年度は同じ対戦カードで大阪府大が勝利を収めている。 
前半、キーパーの好守などもあり昨年度全国大舎を経験した 
選手が多く残る画館のペースで試合が進む。大阪府大は開始 
2分の 7 m スローによる1点目降得点することができず8 
分にタイムアウトを取るも流れを変えられず、2点目は終盤 
19分まで待つこととなる。結果4対12で函館が8点のリ 
ードで前半を折り返した。 

後半序盤も函館のペースで試合が進む。11分までに目対 
17と点差をさらに広げた。ここでタイムアウトを取った大 
阪府大は残りの時間を3年生の西尾と片山で7得点を挙げ 
るなど、ようやくペースをつかむが、前半で付けられた8 
点差は大きく、23対1目で函館が決勝進出を決めた。 

徳山高専25 00 — 8、 15-8) 16石川高専 

立ち上がり、徳山は先制点を許すもその後4連続得点を 
挙げる。しかし、直後に石川も3連続で得点を重ね食らい 
つく。その後中盤は両者譲らない展開を見せるが、1日分過 
ぎ徳山が再度立て続けに3連続得点を挙げ、19分の時点で 
7対10とする。流れを変えて前半終了までに追いついてお 
きたい石川は残り日分でタイムアウトを取り、その後得点 
を許すことはなかったが、1点を返すに留まり徳山の2点リ 
ードで前半が終了。 

後半も徳山がさらに主導権を強めることとなった。固く守 
っては、2番池岡と14番濱崎を中&にした決定力ある攻撃 
で着実に得点を重ねリードを広げた。一方、石川は必死に追 


評 

い上げを試みるも、終始徳山のペースで試合を展開された。 
最後は9点差で徳山が勝利した。 

■決勝 

徳山高専22 (10-8、12 - 13) 21函館高専 

前半は4分の函館の先制点から始まり終盤までシーソー 
ゲームの展開であった。15分に徳山が立て続けの2連続得 
点でペースを掘むと思われるも、画飽も良く粘り引き離され 
ない。23分を過ぎ8対8の同点。残り時間、後半に向け優 
位に進めておきたい両者だが、決定力を示したのは徳山だっ 
た。2点連取で8対10で折り返す。 

後半は両者の激しい攻防となる。試合が動き始めたのは8 
分過ぎ。徳山に退墙者が出たのを皮切りに函館が3連続得 
点で先取点が降初めてリードしペースを掘み始める。その後、 
画館は7番茂木がチームの得点を4連続で決めるなど、20 
対18で残り日分を迎える。徳山は21分に退場者を出し劣 
勢になるも得点を許さず持ちこたえる。残り1分で21対 
20、画館の1点リード。函館は試合を決定付けようと1点 
を狙うが守られそのまま得点を許し同点。再度最後の得点を 
狙うもカットされ残り10秒で14番濱崎が決め、徳山が激 
戦を制し兰連覇を達成した。 


【最終順位】 

優勝：徳山高専 
準優勝：函館高専 
3 位：大阪府大高専-石川高専 
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第 15 回を日本ビーチ八ンドボール選手権大会 


環鑛 [男子]優勝：東海 Weeds ! (愛ち日） 準優勝： H 〔大販（大胁 3位：ボンチフて口ース（大阪) 

順な蚊子]優勝：日本体育大学煉尉 準優勝: SHINE 燃城） 3位：風見鶏クラブ（兵庫） 


第15 回全日本ビ~チハンドボ~ル選手権大会を振り返って _ 

日本ハンドボール協会ビーチハンドボール委員会委員長大原康昇 


去る、8月24日け）‘2日日（日）に兵庫県•神戸市アジユー 
ル舞子で第15回全日本ビーチハンドボール選手権大会が開催 
されました。関西地区の発展の拠点としてここ数年神戸で大会 
を開催しています。今年は過去にない猛暑日続きで22日の会 
場設営は本当に大変でしたが、大会が始まるや、初日は雨天と 
なり、2日目は大雨洪水警報、雷注意報が出たりしました。中 
止や順延する訳にもいかず、細ムの注意をふがけ大会を実施し 
ました。それには、都市部の海水公園ということもあり、警察 
官、消防署員の巡回、10数名のライフセーバーの皆様のご協 
力があり、なんとか大会開催をすることができました。このよ 
うな悪天候の中、各チームの選手諸君は熱き戦いを展開してく 
れました。 

男子の部、初優勝の東海 Weeds !、 女子の部、3連覇の日本 
体育大学にふから賛辞を送ると共に、悪いコンディシヨンの中 
で健闢された各チーム選手諸君に敬意を表します。 

また、国内の普及についても、沖縄6月1目日（日）をかわ 


きりに、愛知目月22 • 23日（± •日）、青森7月末日、千葉 
8月3 ■ 4日（± •日）、宮崎9月1日 • 16日（日■月）と大 
会が開催されています。是非、一度は経験していただきたいと 
願う次第です。チームは8名編成ですが、日、目名でも十分に 
試合はできます。特に、若年層においては砂上であり、トレー 
ニングの一環として参加していただけばと思います。 

国内のビーチ スポーツ 施設はまだまだ整備されていません 
が、各都道府県の協会役員の皆様方のご協力とご理解を得て 
ビーチ ハン ドを発展させ、 ハンド ボールの愛好者を増やせれば 
と願っております。 

最後に、大会開催にあたり、ご指導、ご臨力いただいた日本 
協会を始め、兵庫県、神戸市の各団体、大会を応援していただ 
いた神戸新聞、アシックス、モルテン等の各企業にふからお礼 
を申し上げます。また、大会を陰から盛り上げていただいた大 
会役員関係の皆様、本当にありがとうございました。 



惕子優勝]東海 Weeds ! 煙知) 



東海 Weeds ! 沖本哲郎 

はじめに、第1日回全日本ビーチハンドボール選手権大会の 
開催にあたり、荒天の中、運営をしていただいた日本ハンドボ 
ール協会ビーチハンドボール委員会及び兵庫県ハンドボール協 
会の関係各位、運営補助員として協力していただきました高校 
生の皆様方にふより感謝申し上げます。 

1998年に関東地区を中ムに活動するハンドボールサークル 
Weeds ! が発足し、2004年から2005年に私が所属させてい 
ただきました。仕事の都合でチームを離れる際に愛知県でもチ 
ームを立ち上げてみてはどうかとの声に応え、200目年に東海 



Weeds ! を発足しました。ポスターを貼ったり、ホームページ 
を開設したりしてメンバーを募り、ゼロからチームを立ち上げ 
るにはかなり苦劳しましたが、ハンドボール好きが集まるチー 
ムができあがりました。現在では、愛知県のみならず岐阜県か 
らも参加し、各種インドアの大会を楽しんでおります。 

ビーチハンドボールとの 出会いは、関東の Weeds ! に所属 
していた時に富浦の大会へ参加したことがきっかけで、東海 
Weeds ! の^ンバーに紹介したところ多くのメンバーが興巧を 
持ち日年前から富浦の大会へ出場し、全日本 ビーチハンドボー 
ル選手権大会へも第12回から4年連続で出場しております。 

昨年は、決勝でショットアウトの末 HC 大阪に敗れてしまっ 
たので、巧倒 HC 大阪を目標に今大会に挑みました。悪天候で 
ボールコンディションが悪い中、予選リーグ、準決勝、決勝全 
てショットアウトまでもつれ込み、シューターがシュートを決 
めきれない中、キーパー河崎の好セーブが続き、何とか初優勝 
を掘むことができました。 

もっともっと ビーチハンドボールを普及させる為、角先生、 
大原先生のご指導の下、一昨年から愛知県で東海ビーチハンド 
ボールフェスタを開催しております。なかなか出場チーム数が 
集まらないのが現状ですが、今後は開催地の南知多町と協力し 
て、大会規模の拡大、ビーチハンドボールの普及を目指してい 
きたいです。 

最後になりましたが、今大会の為にごなカレ^ただきました関 
係者の皆様、本当にありがとうございました。 
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蚊子優勝]日本体育大学煉京) 


曰本体育大学青山紗弓 

はじめに、第1日回全日本ビーチハンドボール選手権大会の 
開催にあたり、多大なるご支援、ご協力を戴きました兵庫県ハ 
ンドボール協会、日本ハンドボール協会、ビーチハンドボール 
委員会の方々をはじめ、関係者の方々にふより感謝申し上げま 
す。 

日本体育大学は近年、ビーチハンドボールの普及発展、研究、 
競技力向上の観点からビーチの大会に参加させて戴いておりま 
す。今大会、日体大は私又外の全員がビーチハンドボール初ム 
者というメンバーで出場しました。今大会は S 連覇がかかった 
大会であった為、「必ず優勝しなければならない」というプレ 
ッシャーがありましたが、大会前の練習を通して全員が自信を 
持ち試合に臨む事が出来ました。その結果、一人ひとりが積極 
的にプレーをする事ができ、優勝へと繫がったと思います。 

これまでの経験から、確実なピル エツ トシュートが打てない 
チームは、ショットアウトになると勝てる可能性が低くなる為、 
確実に1点を積み重ねていくということを徹底しました。しか 
し、1点シュートのみで勝つのは厳しい為、スカイプレーを使 
う事で、ピル エツ トシュートを決めてくるチームにがしても互 
角に戦う事が出来ました。その結果、1度もショットアウトを 
行う事なく勝つ事が出来ました。相手にリードされた時も「焦 
らない。楽しむ。」ということを全員が意識し、落ち着いて自 



分達のプレーをする事が出来ました。 

今大会に参加して、それぞれが自分と向き合い成長出来たと 
思います。ビーチハンドボールを通して感じたこと、学んだこ 
とを今後の7人制ハンドボールやビーチハンドボールに活かし 
ていきたいと思います。 

ビーチハンドボールならではの楽しさや面白さを更に多くの 
人に知ってもらい、ビーチハンドボールが益々発展していくこ 
とをふより願っています。様々な形で支えて戴いた皆様、あり 
がとうございました。 


【男子】 

▼準決勝 

ま’; SWeeds ! 2 (11— 8、8 — 9、5 - 2) 1ボン チフェロー ズ 

第1ピリオド、ボンチフェローズ N 0.3徳永のピルエツトシュート2 
点でリードした。さらに№.4金のピルエットが決まり点差を広げた。 
しかし東海 Weeds ! は No . 3中野 GK の連続シュートで点差を詰か寄 
り逆転勝利する。第2ピリオド、ま海は確実に得点を重ねリードし 
たが、ボンチ No . 3徳永のピルエットシュートと No . 5岩崎のポストシ 
ュートにより逆転しボンチフェローズが勝利、ショットアウトは東 
海 Weeds ! No . 3中野のピルエットシュートが決まり勝利した。(氷海) 

HC 大阪2 (11-10、 10-6) 0 HC 同ち社 

第1ピリオド順調な立ち上がりを見せた HC 同志社は7 — 4と引き 
離したが、終了間隙 N 0.3金のコートキーパーシュート、 N 0.10大野 
のピルエットシュート等で追いつき、終了直前 No . 10大野のゴール 
デンシュートで H 〔大阪が勝利した。第2ピリオドは両チームー進 
一退の攻防であったが、6分過ぎ、 No . 3金の4連続得点で8点を入 
れ引き離し、 HC 大阪が勝利した。（後臟 

▼ミ夫勝 

東 '; S Weeds ! 2 (14-12、10-11、4 - 2) 1 HC 大阪 

第1ピリオド、 HC 大阪 No . 10大野のピルエットでリードし、その後 
N 0.3金の GK シュートで差を広げた。しかし、東海 Weeds ! No . 1伊 
藤 No . 9下野、 No . 4中野のピルエットシュートが決まり逆転滕利した。 
第2ピリオド ま 海 Weeds ! No . 中 野 GK シュートに続き、 6 m スロー で 
リードしてスタートした。 HC 大阪は Na 3 金の GK シュートを決め追 
いつきゴールデン ゴー ルとなり、 HC 大阪が勝利した。ショット ア 
ウトは4 - 2で東海 Weeds ! が勝ち優勝した。诚瓶 


【女子】 

▼準決勝 

日本体育大学2 (10-6、 11-6) 0あぶらおおめ 

第1ピリオド日体大は確実に1得点シュートでリードをした。そし 
て日体大 No . 2青山の GK 得点により更に差を広げた。あぶらおおめ 
は No . 11平岡が 6 m スローで差を詰めたが、日体大が 10 — 6で勝利 
した。第2ピリオドはあぶらおおか No . 5藤平のサイドシュートでリ 
—ドしたが、すぐに日体大№.3加陽のスカイプレー2点で逆転した。 
そして、 N 0.2 青山 GK シュートでリードし勝利した。（氷海） 

SHINE 2 (9-2、 8-5) 0風見鶏クラブ 

第1ピリオド立ち上がり SHINE No . 9木下のピルエツトシュート、 
No . 6 中 谷の連続得点、 GK 2 点シュートを順調にみめ、得点を上げ9 
一2で勝利した。第2ピリオドに入っても攻撃の手を緩めず、ミ夹勝 
へと駒を進かた。風見鶏も得点のチャンスはあったが、ノーマーク 
シュートを連続で外し追い上げられるチャンスをものにできなかっ 
た。（後臟 

▼決勝 

日本体育大学2 (15-2、 8-6) 0 SHINE 

第1ピリオド立ち上がり攻撃のリズムをつかみきれない SHINE に対 
し、日体大№.6桐生のコートキーパー得点、 N 0.3加陽のピルエツト 
シュート、 No . 2青山のコートキーパーシュート等で着々と加点し、 
14-2 で勝利する。第2ピリオドに入り巧撃のリズムをおり戻した 
SHINE は No . 4丸田の連続6 m スロー 得点で6 - 7に追いすがったが、 
地力に勝る日体大が8 - 6と逃げ切り優勝した。（後願 
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I 第21回曰•韓•中ジュニア交流競技会 
参加報告 

総監督 舶木浩久 
(全国高体連専門部委員長） 

本競技会は、1993年日本の福島県で第1回大尝が開催され、 
今回で21回目となりました。今回は中国•山東省維が市（ウェ 
イフアン）において8月23因（金）から29日（木）まで開 
催されました。日本選手団は11競技に244名、ハンドボー 
ル競技からは全国から選抜した選手28名、全国高体連専門部 
から役員日名の33名が参加しました。 

8巧22日（木）は関西エアポートワシントンホテルに夕方 
集合し宿泊しました。23日（金）は関西国際空港から青島流 
亭国際空湛へ空港から宿泊先の難巧市にある The Farrington 
Hotel までバス移動約2.日時間は、変わら姑景色（延々と続く 
トウモロコシ畑）は中圃の広大さを改めて感じました。24日 
(王）は午前中練習、午後、ホテル会議室にて監督審判会議が 
行われ、翌日からの試合方法.ユニフォーム等の確認をしまし 
た。夜、富華国際会議中ムで開会式、各国団長の摸蝶、各国選 
手代表による宣誓がありました。オープニングの雑伎団による 
歌や太鼓の演奏と演武は素晴らしいものでした。 

8月2日日（日）からの試合は、昌邑巿文山中学校体育館を 
舎場に日本•韓国•か国に開催地難が市代表チームを加え4チー 
ムの総当たりで行われました。男女とも一日目の韓国に敗れま 
したが、二日目の開催地灘巧市代表には勝利しました。しかし、 
云日目の中国に女子は引き分け、男子は敗れてしまいました。 
対戦成績女子は1勝1分1敗で2位、男子は1勝2敗で3位 
と残念な結果に終わりました。なお、試合結果については、監 
督-選手から別途報告があるので省略します。 

27日（火）は、競技終了後、富華国際会議中ム、でフレンドシッ 
プ交流会が開催されました。男女のグループが歌とダンスのパ 
フォーマンスを披露し、会場は興奮のお禍となりました。また、 
各国から2チーム、計目チーム（日本からはラグビーフット 
ボールチームと陸上競技チーム）が出し物（歌やダンス）を披 
露し、交流会を盛り上げました。なお、今年のハンドボールチー 
ムは少々おとなしい感じでした。28日 （ zK ) は世界最大規模 
の恐竜博物館を2力所見学し、スケールの大きさを感じました。 
終了後は繁華街等でそれぞれの時間を過ごしていたようです。 
29日（木）朝 、 The Farrin 呂 ton Hotel を出発し、夕方帰国し 


もし L 。 

今回、日本代表として参加した選手達は、男テ、阿部富夫監 
督-酒井信幸コーチ、女子、化中弓ム規監督-中山学コーチ指導 
のもと、如何に戦う集団になれるか、限られた短い時間の中で 
戦術や個人の役割等を確認しました。同じ目標に向かって練習 
することによって、日を追うごとにまとまりのある集団になり 
ました。成績は残念な結果となりました力、日本代表として恥 
ずかしくない戦いをしてくれたと思っています。ただ、韓国の 
技術の高さ、体幹の強さは見習う必要があり、中国の大型化に 
も対応していかなければなりません。来年は、日本開催（岩手 
県）であり、それなりの結果を残せるように今後取り組んでい 
きます。選手は、この貴重な国際大会の経験を活かし、次の舞 
台で活躍してくれることを期待しています。 

大会の参加に際しては、4月に大阪で選考会、8月20日か 
ら2泊3日で男子は桃山学院大学、女子は大阪教育大学と大 
阪体育大学でそれぞれ直前合宿を行い、多くの方々から多大な 
るご支援とご協力を隅りました、ふから感謝を申し上げます。 
今後とも、全国高体連活動へのご理解とご支援をお願いしまし 
て大会参加報告と致します。 


選手選考舎は、4月20日（±)〜21日（日）大阪府那ホ 
家原大池体育館において、男子45名が参加して行われました。 
体力測定、ゲーム、面接を通して、各ポジションの専門的技術、 
速さと俊敏さ、ハンドボールへの取り組む姿勢等を考慮し、代 
表選手14あを選考しました。 

日•韓-中ジュニア交流競技会へ向けての直前合宿を、8月 
2日日[火）〜22日（木）桃山学院大学で行いました。まず、 
日本代表としての屯、構え、直前合宿を行う意義を指導し、個人 • 
チームの課題を明確にしました。桃山学院大学との合同練習、 
練習試合を重ね、短期間で想定した課題の解決に繫がりました。 
♦ 8 月25日（日）巧韓国戦 

立ち上がり韓国の速い攻撃に対応できずシュートを巧たれる 
が、 GK 吉宮の好セーブにより持ちこたえ、村田のサイドで先 
制する。その後は、守ってはいるが攻撃に精彩を欠き、なかな 


第21回日•韓•中ジュニア交流競技会 
を振り返って 

男子チーム監督阿音 P 富夫 
(茨城県な鈴田農業高等学校) 
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か得点できない中、 7 分までに日点連取される。津山のロング、 
木村.が田のサイドで12分には日対7と2点差に迫る。韓 
国のバックプレーヤーの鋭いフェイント、カットインに乱され 
17分には、7対12と突き放される。そこから粘りを見せ、石 
田の速攻、禍のロンダ、木が•村•旧のサイドと22分には12 
対13と1点差まで詰め寄る。しかし、イージーミスから連続 
得点を許し、28分には13対19とされる。ラスト2分で木が 
のサイド、津山のロングで得点するが、1日対20の日点差で 
前半を終える。後半も、韓国バックプレーヤーの強力な動きを 
止められず、早々に3点連取される。更に目分までに3点連 
取され、17対26と完全に主導権を握られる。堀•津山のロング、 
石田-吉田の速攻で巻き返しをはかるが、点差を縮めることが 
できず30対40で終える。 

【得点】津山6、石田4、村田4、木村4、植4、吉田3、香川1、重 
岡1、木下1、竹内1、昆1 

♦ 8 月26日（月）対雛巧戰 

開始早々、吉田のサイドにより先取点を上げる。その後、雛 
巧の荒い守りやサイドシュートに対するファウルが判定され 
ず、ちぐはぐな攻めが続き得点に繫がらない。ディフ in ンスも 
パワフルなポストプレー、カットインを守りきれず失点を重ね 
る。7分から4点連取され、10分4対8でタイムアウトを取る。 
その後、4点連取し同点となり、選手たちは落ち着きを取り戻 
す。ディフェンスもフットワークを使って位置を取り続け、粘 
り強く守り、灘巧の攻撃を簡単に許さないものとなる。オフェ 
ンスのリズムも良くなり、津山•石田のカットイン、村田のサ 
イド、香川のポストにより得点し一進一退の展開となる。2日 
分過ぎに、灘巧が退場者を出した隙に、が田のサイド、石田の 
速攻と3点連取し、更に木村の速攻により前半は17対14と 
3点差で終える。後半、1分香川のポスト、重岡の速攻で2点 
連取する。ディフェンスも積極的な動きで、システムが機能し 
始める。雛巧は徐々に突破力がなくなり、単調な攻めとなる。 
4分から重岡-木村の速攻、津山-石田のスピード溢れるカッ 
トインで7点連取し、8分には26対1日とする。その後、膠 
着状態になるが1目分掘のフェイント、竹内のカットイン、尾- 
が田のサイドで 日 点連取し 3日 対 21 と点差を広げる。維巧は、 
2名が失格するという荒いディフ卫ンスであったが、選手はう 
まく対応することができ41対28で終える。 

【得点】津山8、石田7、木村6、村田5、堀4、香川3、竹内2、重 
岡2、古川1、昆1、吉田1、木下1 

♦ 8 月27日（火）対中国戰 

開始直後、中国のロング、ポストが決まり3点連歌される。 
桐•津山-木下の速攻で追いつくが、中国のパワフルなロング、 
ポストの攻撃にディフ卫ンスが崩され、失点を重ねる。ディ 
フェンスが対応できると速攻が決まり、11分過ぎには10対 
9とリードする。しかし、そこからイージーミスが重なり、得 
点できない上に中国のロング、ポストが次々決まり目点連取 
され、1目分10対14でタイムアウトを取る。積極的なディ 
フェンスの徹底、落ち着いて確実にプレーすることを皆で髓認 
する。木下•石田の速攻で2点連取し、落ち着きを取り戻す。 
残り4分で木下-木が-石田-吉田の速攻で4点連取し、1目 
対18の1点リードで前半を終える。後半に入り、村田のサイド、 
重岡の速攻で2点連取し3点差とするが、ミスが重なり9分 


から4点連取され、逆に2点リードされる展開となる。そこ 
から一進一退の攻防が続くが、流れは中国にあり、21分2点 
連取される。4点差の30対34でタイムアウトを取る。その後、 
竹内-渾山のカツトインが決まり2点差と追い上げムードに 
なる。ポスト攻撃を守れず失点するが、重岡•村田の速攻が決 
まり2日分には34対3日の1点差まで迫る。しかし、中国の 
ポスト、更にロングとコンビの取れたパワフルな攻めを守りき 
れず失点を重ね、38対41の3点差で終える。 

【得点】津山ん木下8、石田4、堀4、村田3、木村3、れ内3、重 
岡2、吉田2 

フレンドシツプ交流会が19時30分から富華国際舎議場で 
行われました。各国2 チームがステージで 出し物を披露したり、 
ステージで 踊ったりと友好を深め合い、楽しいひとときとなり 
ました。 

8月28曰（水）は見学•研修、29日（木）予定どおり帰国し、 
関西国際空港で解散となりました。 

選手選考会に御協力頂いた各高校の顧問の先生方、大阪府の 
先生方、直前合宿でお世話になった桃山学院の高橋先生-井上 
先生、キム先生には誌面をお借りして、感謝申し上げます。選 
手にとって、選考を -2 泊3日の直前合宿•そして中国での交 
流競技会は、貴重な体験となったはずです。選手の皆さんの、 
今後の活躍を期待します。 

I 第21回召•韓•中ジュニア交流競技会 
を終えて 

男子チームま将ま山弘巳 
(宮崎県立小林秀峰高等ぎ巧） 

私は日韓中ジュニア交流競技会にハンドボールの代表として 
参加しました。大阪での調整合宿ではキャプテンに選ばれ、キャ 
プテンとして代表チームを1つにまとめることの大変さを実 
感しました。合宿は大学生とのゲームを通してチームとしての 
戦術の確認を主に取り組み、はじめはプレーの連携がうまくい 
かずに大差で大学生に負けてしまいました。しかし、夜にミー 
テイングをしたり練習で確認を重ねることで最後のゲームでは 
1点差まで詰めることができ、自分たちでも自信がついた状態 
で中国に移動することができました。 

開催地である中国での環境は日本とは全く違うもので食生活 
に慣れるのも大変でした。試合の初戦は韓国とで、体格の差は 
あまり感じませんでしたが、スピードやフェイントのキレがあ 
り、最後までずりきることができませんでした。結果は40対 
30で負けてしまいました。続く 2試合目は地元のチームとの 
試合でした。中国のチームというだけあって自分たちより大き 
い選手ばかりでした。しかし、パワー負けする場面もありまし 
たが自分たちの持ち味でもある速攻で流れをつかみ大差で勝つ 
ことができました。最終試合は中国代表との試合でした。大き 
さもパワーも自分たちより上でしたが、自分たちの確実なプ 
レーで後半ラスト1日分まで3点差をつけて勝っていましたが、 
自分たちのイージーミスから流れを崩してしまい、逆転負けし 
てしまいました。とても悔しかったです。この3つの海外で 
の試合は私にとってすごく良い経験になりました。まず体格、 
パワーの差です。いくら自分たちが国内で体格に恵まれていて 
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も海外には自分たちよりはるかに大きくて、動ける選手がたく 
さんいます。そういう面では全く歯が立ちませんでした。次に 
アウエイでの試合ということです。周りの声援や審判のジヤツ 
ジも国内とは異なることばかりでした。その中で、どうプレー 
するか、どういう精神状態で試合に臨むかなど、国内の試合で 
は決してすることのない経験ができました。 

今回の貴重な経験をこれからのハンドボール人生に活かして 
いきたいと思っています。最後に、この貴重な体験させて頂い 
た関係者の皆様に感謝しております 


今回のジュニア交流会を通して、様々なことを学び自分自身 
が成長できたことをまず関係者の皆様に感謝しています。 

国内合宿では、全国各地からの選抜メンバーとの交流を深め 
る為に初日から積極的に話すことをム掛けました。練習中プ 
レーの 事を話すことで、 コミュニケーションを 取り チームの 固 
結を図りました。 ハンドに がする志の高い チーム メンバーとの 
共同生活でいろんな考え方や意識が新鮮でとても参考になりま 
した。 

中国での交流競巧食では、日本選手団としての自覚を持ち日 
頃の練習の成果を出せるよう体調管理とンタル面に注意して 
競技会に望みました。試合で、チームプレーとして周囲を確認 
して;?<ンバーを生かすプレーを意識し冷静さを保つ様に努力し 
ましたが、国隙試合での感情の高ぶりで、思うようにできない 
時もあり今後の課題になりました。韓国戦で感じたことは、攻 
撃はとてもシンプルで基本に忠実の攻め方をして、個々の身長 
はあまり大きくないが、能力が高くフィジカル面や独特のフエ 
イントが速くとても優れておりシュート決定率も高かったと思 
いました。中国戦では、相手選手はとても体が大きく高さとパ 
ワーを生かしたプレーでシュートも速く感じました。それぞれ 
の試合を通して、国際試合の経験を積めたことや自分のプレー 
が通用した事はとても自信になりました。しかし国際試合で勝 
つことの難しさや、スピードやフィジカル-身体作りに対して 
上のレベルとの差を感じ、今後の自身の課題として取り組んで 
行きたいと思います。また、今回中国での生活を通して地元の 
環境や食事の違いによるコンディションを整えることの難しさ 
を感じました。 

日韓中ジュニア交流競技会を通して、いろいろな面で自分自 
身大きな刺激となり大変良い経験をすることができ成長できた 
と思います。この経験を活かし更なる自己のレベルアップを目 
指し取り組んで行きたいと思っています。 

第21回日•韓•中ジュニア交流競技会 
を振り返って 

女子チームコーチ中山を 

(岡山県立倉敷青陵高等学校） 

振り返ってみると、4月20日〜21日大阪府高体連専門部 


の方々に御協力いただきながら、塊市家原大池体育館で選考会 
を実施し、男女各14名を選考しました。その後は各チームで 
練習し、事前合宿としては8月20日大阪教育大学±井先生の 
御配慮で空調設備のある関西福祉科学大学の体育館でテスト 
マッチをさせていただきました。選手とスタッフも4月技来 
の再会であり、戸惑いの中でチームとしてのスタートを切りま 
した。お互いに遠慮しながらのプレーが目立ち、大学生とのゲー 
ムで課題が浮き彫りになり、その課題を翌日大阪体育大学へ移 
動して克服しまた修正を加えながら巧いました。大学チームと 
の対戦で、韓国や中国との戦い方のヒントになり、意義深い合 
宿になりました。この場をお借りして、快く選手を出して頂い 
た各校顧問の先生方や関係各位にがしまして、ムから厚く御礼 
申し上げます。 

さて、中国では、移動時間や練習時間確保が大変で、難しい 
面もありました。特に、食事や水などの生活面での難しさは日 
本チームの課題だと思います。しかし、そんな中でも選手達は 
頑張ってくれました。優勝することはできませんでしたが、初 
めての国際大会で多くのことを学べたと思います。例えば、今 
までに経験したことのないレフェリングや身長の高さ、パワー 
で押し込むプレースタイルなど、様々な経験こそが大きな成果 
だったと思います。今後の選手達は必ずや大きく羽ばたいてく 
れると思います。 

♦ 8 月25日（日）巧韓国22 (8-8、 14-16) 24 

初戦が韓国という こと もあり、堅さのある立ち上がりになり 
ました。片山のミドルで先制。その後は韓国のポストプレーに 
苦しみ、木がの速攻などで同点で折り返しました。後半は川上 
智の速攻、千葉の 7 mT などで互角の戦いを展開しました。1日 
分過ぎから韓国のカットインとステップシュートで3点差が 
つきました。岩溯のステップシュートやミドルシュートで踏ん 
張ったのですが、残り8分ノーマークシュートを連続で外し、 
万事休す。惜しくも2点差で破れました。やはり、大事な場 
面でのミスが勝敗を分けました。 

【得点】柴田 2 •川上ち 1 • 岩淵目.千葉 3 •内海 1 •片山 4 ■木村 4 • 
川上智1 

♦ 8 巧％日（巧）巧ミ雑巧40 08 - 5、 22-11) 16 

昨日の敗戦後、選手同-上で自主的にミーティングを行うなど 
地元との戦いに備えてくれました。立ち上がりから、杜氏、藤 
原のミドルシュートや GK 岩見の好セーブもあり、大差で前半 
を終えました。後半も手をゆるめることなく、集中力を持って 
加点しました。しかし、地元の大声援を受けた灘巧も巻き返し 
てきましたが、日本はシン、川上ちの連続速攻など全員得点で 
圧勝で終わりました。 

【得点】柴田 2 •シン 2 •川上ち 8 •杜氏 2 •藤原 4 • 岩淵 3 • 長谷川い 
千葉]内海 3 •片山 3 •木村 6 •川上智 5 

♦ 8 月27日（火）対中国26 (15 - 13、11 - が26 

長身選手から繰り出されるランニングシュートやカットイン 
に対し対応が遅れる場面もありましたが、内海の速攻や BP の 
活躍で2点リードし、前半を終了しました。後半に入り、柴 
旧のガ ッツ あるポスト プレーで 均衡したゲームを打開したので 
すが、アウェイの厳しいジャッジに苦しめられ、ディフェンス 
でのがんばりが要求されました。残り2分で不可解な退場が 
あり、絶体絶命のピンチに DF リーダー長谷川や GK 馬場の踏 


第21回曰•韓•やジュニア交流競技会 
を終えて 

男子 チーム 選手 捐 5 に辉 
(岐阜市立岐阜商業高等ぎ巧) 


一2日一 


ん張りでドローに持ち込むことができました。選手達は最後ま 
で平常ふを貫いてくれ、素晴らしい選手達であることを再確認 
できました。 

【得点】川上ち2 •藤原1■岩溯5 •長谷川1•千葉5 •内海4 •片山 4 * 
木村2川上智2 


I 第21回日•韓•中ジュニア交流競技会 
を終えて 

女子チ-ムま将馬場敦子 
(香川県立高松商業高等学校） 

私は、中国で行われた日韓中交流大舎に参加しました。大会 
に参加するにあたり、大阪で事前合宿を行いました。メンバー 
と初めてプレーを合わせたのですが、やはり自分たちのチーム 
でのプレーが出てしまい全く合わせることができませんでし 
た。しかし、ミーティングを重ねるにつれ、お互いのプレーに 
合わせることができるようになり、徐々にチームらしくなって 
いると実感できるようになっていきました。そして3日間の 
合宿を経て、中国へ出発しました。 

中国での生活は日本と違し、戸惑うことばかりでした。なかで 
も食事では食べられないものが多くとても苦労しました。そん 
な中で初戦、韓国戦を迎えました。何人かは韓国と試合をした 
ことがありましたが、私自身は初めてだったので、緊張の反面 
楽しみでもありました。前半から韓国はち4日°のお利きを軸 
にポストを絡めた攻撃で、得点を重ねていきました。しかし私 
たちも得意の速攻で点をとり、前半を同点で折り返しました。 
しかし、後半はち4日。にロングシュートやカットイン、ポス 
卜に強引にシュートまでいかれてしまい、結局2点差で敗れ 
てしまいました。勝てる試合だっただけにとても悔しかったで 
す。中国戦の前日の夜に、北中先生と中山先生から「このチー 
ムで出来る最後の試合。絶対勝って終わろう！」とお言葉を頂 
きました。しかし結果は同点に終わってしまいました。中国の 
選手の強いフィジカルにあたり負けしてしまう場面が目なち、 
大型シューターに上から巧ち込まれてしまい、自分たちで修正 
することができませんでした。今思えば、苦しい場面でもっと 
声を掛け合って助け合えば結果も変わったはずだと思います。 

私たちは、この交流大会で他国のハンドボ'—ルに触れること 
ができ、とても貴重な経験をすることができました。13人の 
仲間と共に戦えたことは、かけがえのない財産です。化中先生、 
中山先生、短い間でしたが本当にありがとうございました。 


I 第21回日•韓•中ジュニア交流競技会 
を終えて 

女子チーム副主将 片山愛莉 
(を都府立を北高等ぎ校） 

2泊3日の事前合宿も含め、10日間にわたる「日韓中ジュ 
ニア交流競技会」に参加させて頂き、さまざまな経験をするこ 
とができました。試合だけでなく韓国や中国の方々と交流を裸 
めることもできお互いの文化を肌で感じることもできました。 
中国での開催ということで環境の違いに戸惑うこともありまし 
たが、日にちがたつにつれて慣れていくことができました。 

初戦の韓国戦では、相手の左利きのち 45" と大型ポストの 
絡んだプレーで得点された場面が多くありましたが、私は大型 
ポストの体を張って強引にシュートまでいくプレーには、特に 
圧倒されてしまいなかなか思うようなディフェンスをすること 
ができませんでした。一方で、私達日本は速い速攻で得点を重 
ね、終始シーソーゲームとなっていましたが、最後は2点差 
で負けてしまいました。事前合宿の時に比べると、大分みんな 
の息も合うようになってプレーしていて楽しいと思えていたの 
で、この負けは、本当に悔しいものとなりました。 

中国戦では、前日のミーティングでも"絶対に勝つ！"とい 
うことを話していて勝ちたい試合でしたが、同点という結果で 
終わってしまいました。中国の選手は全体的に体格が大きく 
シュートカもあって、高い位置で当たることができていない時 
は上から巧ち込まれていました。「バックプレーヤーに対して 
は一度当たってしまおう」、との戦術でしたが結構打たれてし 
まっていたのが勝ちきれなかった原因の一つだと思います。国 
際試合を通して、他の国とのフィジカル面、技術面の差を感じ 
ました。 

また、日本とのレフェリーの笛の違いも感じさせられました。 
今まで経験したことがなかったことを経験することができ、本 
来ならば違うチームで戦う者同±が、罔じチームの仲間として 
一緒にプレーすることができ、普段とはまた違う雰团気で試合 
をすることができました。短い間でしたが、北中先生と中山先 
生と14人で 一つの チームとなり、韓国、中国と戦えたことは、 
私のま物です。この経験をこれからの試合や、大学生になって 
活かしていけるようにします。 

この大会や事前合宿を支えてくださった全ての方々に、感謝 
の気持ちを忘れず、囚々努力していきたいと思います。本当に 
ありがとうございました。 



圆狀 ® 戮唆逾遂女 NIPPO 


なにげない街の表情にも、新しい感性が発見できるもの。 
r 舖装」の彩り、風合が、街を個性的に演出します。 

【巧浜巿*馬車道通り】歩道：イギリスレンガ/車道：明色□—ルドアスファルト 


株式会社 NIPPO 


本社：〒 104-83 削が!;け川I央区巧巧い 19-11 
巧 （03) 3563 -のり ippo-c.co.jp 


が‘海道ま店 a(011) 日 42-8 日66ま化ま巧狂 (02 到 262-1511 関ま第ーミ店狂 (03)5323.3681 
北信越ま店狂怕25に 44-9186 中部で店田め閲21 1-6 日81巧西ち店® (0 目) 6942-目123 
中国すちが 082)568-6161 九州支店面め92)77卜02目6関ま建築まお》脉3)3474-1601 


関東第二すち狂 (03)3471-0788 
四国ま店な (087)862-1 157 
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【西ブロック•女子】順位表 
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去る8月8日（木）〜1日日（±)に日本リーグ傘下のジ 
ュ ニア チームによるリーグ戦を東西2つのブロックで開催致 
しました。猛暑の中、小学校高学年の選手たちは、日本リー 
グチームと同デザインのユニフォームを着て、はつらつとし 
た素晴らしいプレーを巧々と披感して、応援の父兄や来場者 
を興奮させました。また、技術レベルは確実に毎年上がって 
きており、大会関係者を驚かせました。 

東ブロックは、一宮市総合体育館で愛知県ハンドボール協 
会、一宮市ハンドボール協舎の協力の元、男女それぞれ7チ 
ームが1回戦総当りリーグ戦を行いました。男女とも接戦を 
制したのは化陸電カジュニアブルーロケッツでした。特に女 
子は、化國ハニービージュニアと勝ち点で並び'、総得失点差 
での1位獲得でした。 

西ブロックは、広島サンプラザホールで広島県ハンドボー 
ル協会、広島メイプルレッズの協力の元、男子6チーム、女 
子5チームが1回戦総当りリーグ戦を行い、男子は3年連続 


日本 M ンドボールリーグ委員会副委員長田中秀日召 


で琉球コラソンジュニアが、女子はオムロンジュニアピンデ 
ィーズが初咏て1位を獲得しました。こちらも男子は湧永レ 
オリック安芸高田と最被まで手に汗握る大激を演じ、会場 
が太いに盛り上がりました。 

東西の1位チームは、来年3月に東京-燕)沢体育館で巧わ 
れるプレーオフの際に優勝決定戦を行います。激戦必至で大 
変楽しみです。 

また、巧間中には社会科見学（東ブロック：かがみはら航 
空宇宙科学博物館、西ブロック：平和記念資料館）と交流会 
を実施しました。交流尝では各チームが自チーム紹介ととも 
に歌や一芸を披露、相互の交流をはかるとともに、現役選手 
や元日本代表選手とも交流ができ、夏かみの1ページを飾る 
思い出ができたと思います。 

開催にあたっては、愛知県、一宮市、広島県の各ハンドボ 
ール協会並びに広葛メイプルレッズの皆さんには大変ご苦労 
をお掛けしました。この墻を借りて厚く御礼申し上げます。 














【東プ□ック•男子優勝】 

北陸電カ ジュニアブルー□ケッツ 


化陸電カジュニアブルーロケッツ男子 朝倉±詠 

大会最終日前夜のミーティングで、監督は選手一人一人 
に明日の試合でするべきことを話してくれた。 

「いつもの自分たちのハンドボールをすれば、必ず勝てる。 
練習してきたことをやればいい。」と、元気よく声をかけ 
てくれた。 

去年の予選大会では、自分たちの持っている力を出し切 
れずに負けてしまった。とても悔しかった。だから今年は 
絶対勝って東京に行くと決めていた。 

最後の東海戦、お互いに全勝で対決だ。僕たちのチーム 
には背が高い人がいない。だからスピードと声出しとチー 
ムの団結で勝つしかない。試合は激しい戦いだった。僕た 
ちにとって今年のベストゲームになった。チームが 一つに 
なって勝ち取った勝利だ。 


【西プ□ック•男子優勝】 

琉球コラソンジュニア 


琉球コラソンジュニア監督 か野裕矢 

第3回 JHL ジュニアリーグ（西日本大会）優勝 

8月8日から1日日にかけて行われた第3回 JHL ジュニ 
アカップ西ブロック大会では初の単独チーム（これまでは 
県選抜チーム）での参加となり、どの試合も気が抜けない 
展開となりました。その分チームとしてはいろいろな面で 
学ぶことが多く貴重な体験となりました。3月に巧われる 
決定戦では、西日本代表として日本一を目指して、監督、 
コーチ、選手共に精一杯取り組んでいきたいと思います。 

最後に JHL リーグ、広島県ハンドボール協会、広島メ 
イプルレッズ、湧永製薬を初め今大会にご尽力いただいた 
大舎関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 

琉球コラソンジュニアを将 仲本陽生 

第3回 JHL ジュニアリーグ（西日本大会）優勝 

8月8日から8月10日にかけて広島県で行われた第 
3回 JHL ジュニアカップ西ブロック大会に参加しました。 
この大会では、男女巧に2連覇を達成しておりプレッシャ 
一もありましたが、僕達は3連覇を意識せず自分達のプレ 
一を一生懸命したいという気持ちで挑みました。でも初日 
は緊張からか、ミスの連続でした。監督から「落ち着いて 
普段のプレーをするように」と言われてから自分達のプレ 
一ができ、良い結果を残すことができました。今回の大会 
では、デイフェンスと基本的なミスを減らすことだと再確 
認できました。今後はこの2点に気をつけて頑張りたいで 
す。 

最後に、この貴重な遠征をサポートして下さった方々、 
本当にありがとうございました。 


【東ブ□ック•女子優勝】 

北陸電カ ジュニアブルー□ケッツ 


北陸電カジュニアブルーロケッツ女子竹内琉奈 
次も勝つぞ… 

私が、キャプテンになって2回目の優勝です。1回目 
は、化信越大会、2回目は今回の JHL 東ブロック大会です。 
2回優勝できたのも、目月にあった大会県予選で負けた悔 
しい思いを忘れずたたかったからだと思います。本当に良 
かったです。東ブロック代表として日本一目指して頑張り 
たいです。今回の JHL 東ブロック大会決勝では、北國ジ 
ュニアと対戦しました。前半4対目で負けていたけど後半 
追いついて11対11の同点で最後は得失点差の1点差で 
勝ちました。嬉しくて試合後体がとっても軽くなりました。 
西ブロック代表の決勝は今年全国小学生大会で1位になっ 
たオムロンジュニアと戦うので頑張って勝ちたいです。去 
年は、 JHL ジュニアリーダ決定戦で優勝したので今年も絶 
がに勝ちにいこうと思います。 


【西プ□ック•女子優勝】 

オム□ンジュニアピンディーズ 


オムロンジュニアピンディーズ監督が田真一 

今大会の出場にあたっては、オムロンの黄ヘッドコーチ 
はじめ選手のみなさんの温かいご指導のもと、子どもたち 
一人一人がハンドボールの楽しさを巧わいながら臨むこと 
ができました。初めはお互いに遠慮しがちの様子でしたが、 
自然と仲良くなっていき、試合ごとにチームとしての成長 
が感じられました。特に昨年度優勝の琉球コラソンジュニ 
アとの一戦は、ディフェンスの連携がうまく機能し、サイ 
ドからの速攻やポストを生かした攻撃へと展開することが 
でき、子ども達もいきいきとプレーしていました。優勝が 
決まった瞬間はみんな大喜びで、「みんなが試合に出場で 
き、勝ててうれしかった」と感想を述べていました。子ど 
も達にとって貴重な経験となったことをスタッフー同うれ 
しく思います。 

オムロンジュニアピンディーズキャプテン化川舞巧 

JHL ジュニアリーグに参加して 

この大会に参加したことで、たくさんの経験をすること 
ができました。まず、いろいろなチームと交流し、仲良く 
なれたことです。試合を通して、他のジュニアチームのメ 
ンバーとも仲良くなることができ、楽しんでプレーするこ 
とができました。また、日々の練習の大切さもわかりまし 
た。大会前の合同練習では、黄監督やオムロンの選手の方々 
から、たくさんのことを学びました。練習中は、きついこ 
ともあったけれど、この優勝をつかむまで頑張ってこれた 
のは、チームの皆の気持ちが 一つに なり、お互いにはげま 
しあってきたからだと実感しています。私は、この大尝に 
出場できて本当によかったです。 

この経験を生かし、これからも大好きなハンドボールを 
頑張っていきたいです。 
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2013 NTS ブロックトレーニング報告【近畿】 


NTS 近畿運営委員長繁田順モ 


開催日時： 2013年8月24日は）〜2日日（日） 

場 所：大阪府骄巧家原大池体育館 
参加者： NTS スタッフ29名 

(総数）補助指導者6目名 
選手小学生3目名 
中学生3日名 
高校生3己名 

今年度より近畿2府4県最後の持ち回りで大阪府が担 
当します。毎年、各カテゴリーで充実したトレーニングを 
巧うことができていましたが、中学生と高校生につきまし 
ては今年度より宿泊を伴うトレーニングを実施しました。 

初めて宿泊が伴われるということもあり、例年故上に宿 
泊してくださる指導者もたくさんいてくださり、会場のコ 
ートサイド、観客席、宿舎での食事会場などいたる所で、 
今回のトレーニングの内容について意見交換がなされてい 
ました。さらにはハンドボールという競技を含めたハンド 
ボール界への思いをディスカッシヨンしている場面も多く 
見受けられ、スタッフー同とてもうれしく思いました。 

また、中学生や高校生の選手につきましても、1日目の 
トレーニングよりも2日目のトレーニングでは積極的にコ 
ミュニケーシヨンをとることができていて、同じ證の飯を 
食った仲間ではないですが、今まで於上に親密な関係にな 
れたと思います。ゲーム形式の練習の際にも他府県の選手 
同±でもコンビプレーなども見られ、宿泊を伴ったことが、 
より有意義なトレーニングにつながることができたと思い 
ます。 



今後の課題としては体育館の雖保が難題です。公共の体 
育館が確保できなかったとき、トレーニングの内容も変更 
を余儀なくされてしまいます。選考面では低学年からの選 
出がチーム事情も重なり、各府県とも苦慮しているようで 


末筆ながら、2020年東京オリンピックの開催決定をお 
喜び申し上げるとともに、 NTS トレーニングシステムの 
さらなる巧実でナシヨナルチームの活躍につながることを 
祈念いたしまして、近畿ブロックの報告とさせていただき 


す。 


ます。 


’励 
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2013 NTS ブロックトレーニング報告【中国】 


中国ブロック運営委員長森山透 


平成25年8月19日（金）から11日（日）まで湧永 
満之記念体育館において、高校生-中学生-小学生の順 
で開催しました。中国ブロックでの NTS トレーニングは、 
体育館使用をはじめ、湧永製薬様から指導者-デモンスト 
レーターの派遣など全面的な協力で成り立っており、まず 
ここで感謝の意を表したいと思います。また、各カテゴリー 
の指導者の方々には、 NTS の趣旨をご理解いただき、忙 
しいスケジュールにもかかわらず参加いただき感謝致して 
おります。 

今年度は高校生が男子1日名、女子14名、中学生が男 
子1日名、女子13名、小学生の男子が15名、女子16名、 
指導者の参加数が4日名。総勢160名が参加し東慶一技 
術委員長（山口県）を筆頭に17名のスタッフの指導で3 
日間のトレーニングが行われました。運営面においても、 
各県委員の方の参加と協力のお蔭で、全日程を無事に終了 
することが出来ました。 

活動内容として高校、中学のトレーニング内容は午前 
中に OF トレーニングを行ない、サイドシュートを中ふに 
FB まで、午後からは DF トレーニングから目：目の攻防 
をし、1日分のゲームで終了しました。小学生はフアンダ 
^ンタルトレーニングやアームムーブメントなどを巧い、 
シュートトレーニングから8分のミニゲーム（新ルールを 
使って）を行いました。中国ブロックトレーニングのこれ 


までの特徴は、各カテゴリーに1日を掛けて実施したこ 
とにより、集中的に濃い内容で選手-指導者にも多くのこ 
とをフィードバックしてきた点です。中学男子では全国中 
学校において第3位、女子が準優勝、高校も山口県、岡山 
県勢の活躍、小学生チームもクラブチームを中ふに底辺が 
拡大してきています。また、技術指導委員やインストラク 
ターも充実しており、日本リーダ経験者が小中高各カテゴ 
リーで指導できる体制も整っていることに加え、デモンス 
トレーターには全日本選手を数多く輩出している湧永製薬 
の選手からの適切な指導-助言は参加選手達に分り易く伝 
わるばかりではなく、夢を持たせる事にも繫がっており、 
他ブロックにはない事ではないかと思います。 

今後の課題としては、宿泊を伴うおで行うにあたっての 
予算面は勿論、中国ブロックにおける±日開催スケジュー 
ルでは2面とれる会場を2日間確保するのが難しい事で 
す。そこへ選ばれてくる選手の過密スケジュールによる疲 
労やモチベーションの低下など、指導普及なのか育成なの 
か、どちらに主嚴を置いたトレーニングとして実施すべき 
なのか、参加者それぞれにおいても競技力•意識の差があ 
り実際のトレーニング運営に支障を来すこともあります。 

まだまだ多くの課題はあると思いますが、中国ブロック 
の特徴を生かし、皆さんに協力して頂きながら一人でも多 
<のユース選手からナショナル選手が育つように本ブロッ 






四国では、2日13年度 NTS 四国ブロックトレーニングを 
次のように開催いたしました。 

1場所：愛媛県松山市総合コミュニティセンター体育 


2日時：平成2日年8月24日化）〜25日（日） 

3参加者：総数123人 

小学生男子9人•女子目人 
中学生男子12人•女子12人 
高校生男子11人•女子11人 
引率指導者29人•インストラクター11人 
NTS 委員4人-運営委員2人 
デモンストレータ13人 

今年度も 「 NTS 四国ブロックトレーニング」（実施要項） 
を作成し、組織の充実を図るとともに、 NTS 委員の各役 
割を明確化し、ブロックから各県へ NTS の組織や意義、 
一貫指導内容の伝達と一貫指導体制の構築ができるように 
しをし? 1_。 

今年度は、初めての会場で NTS 四国ブロックトレーニ 
ンダをコート3面を使巧して、小•中•高の各カテゴリー 
を同じ日程で運営しました。また、インストラクターを増 
やしたことにより、これまで • LX 上に充実した指導体制とな 
りました。このことにより、各県においても NTS の発掘 
育成システムを十分に理解したうえで、指導ができるもの 
と期待しています。 

今後の課題としては、次の四点が挙げられます。①小‘中’ 
高の一貫指導体制となると、まだまだ課題があります。® 
選手個々の負担と指導者の育成には、まだ課題が残されて 
います。®中学生のカテゴリーでは、1泊2日間のトレー 
ニングが2年目となり、指導者側から新たな課題が出され 
ています。④小学生のコートが正規ではなかったため、十 
分な指導をすることができず、会場や同日開催については、 


大きな課題となりました。 

最後になりましたが、開会式から日本協会小学生委員会 
委員長である山本繁氏に出席していただき、あいさつや卜 
レーニングの指導状況を見ていただく絶好の機会を得るこ 
とができましたことを感謝申し上げます。また、香川銀行 
の選手をはじめ、運営に当たった多くの関係者の皆様には、 
深く御礼申し上げますとともに、 NTS 四国ブロックトレー 
ニングが、今後さらに、充実したものになるよう御理解と 
御協力をお願い申し上げます。 















2013 NTS ブロックトレーニング報告【か州】 
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九州ブロック運営委員 


2013年度の NTS 九州ブロックトレーニングは、高校生 
8月19日. 20日、中学生26日 • 27日、小学生2目日と 
4日に渡り、熊本県山鹿市におきまして盛大に開催するこ 
とができました。山鹿市は、オムロンの本拠地。地元の人 
達方、らもハンドボール活動へのご理解、ご協力をいただい 
ており、本年度8月は NTS 九川、[ブロックトレーニングだ 
けでなく、九州中学校ハンドボール競技大会、西日本学生 
ハンドボール選手権大会、九州学生ハンドボールリーグ秋 
季大会と大きな大会を数多く開催させていただきました。 
熊本県ハンドボール協会をはじめ、山鹿市総合体育館、山 
鹿市観光協尝にはムより感謝申し上げます。 

NTS 九州では、指導スタッフに末岡先生（禮浦高校） 
北林先生（都城工業高校）黄さん（オムロン）小數さん（ソ 
ニー）金さん、具さん、松野さん（トヨタ瓶織九州）小波 
津先生（鏡原中学校）《今回はジュニアアカデミーのため 
ホ参加〉〉古谷先生（敷戸小学校）といった日本を代表する 
経験豊富なスタッフ陣を迎え、また、オムロン、トヨタ瓶 
織九州の日本リーダ選手達もデモンストレーターとして精 
力的にサポートしていただきました。はじめは不安な選手 
達も、スタッフ陣の熱意が伝わっていくのか、時間が経つ 
につれて活気あるトレーニングとなっていきました。選手 
にとっても指導者にとっても充実した内容になったと感じ 
ています。 

九州ブロックでは、目月に全体会議を開催します。全九 
州高校大会開会式前の時間に各県運営委員に集まっても 
らい、その年度のトレーニング参加者の推薦、主旨、運 
営方法等について議論を交わします。九州ではこの会議 
を行うことで、後の運営がスムーズに進むこととなって 
います。インストラクター陣は事前の DVD と打ち合わせ 
で内容を確認しています。実際のトレーニングでは、化林 
先生のウォーミングアップからスタートします。指導映像 
の内容を中ムとした的確なアドバイスが選手.指導者に好 

評となっています。その-- 

後、すぐに体力測定で 4^ ■. 

す。オムロン啼トヨタ結 
織九州の選手達が協力し 
てくれ、勝記録も行っ 
てくれています。その ft • 

のボ'~ルを用いたトレ'~ I 

ニン グでは、ィンストラ’ jdyiH が 
パ-の先生方が辭の’ 。し 

動きに応じて独自のアレ' 


ンジを加えてくれます。要所でオムロンやトヨタ結織九州 
の選手達も積極的にアドバイスをしてくれます。 GK 専門 
のインストラクターから指導を受けることができるのも 
NTS の特徴ではないでしよう力 

昨年より中学生が1泊2日となったことで高校生と同 
じ内容を盛り込むことができました。大変充実したトレー 
ニングとなったと感じています。今後も継続していくべき 
だと考えています。小学生は、技術的に高いレベルの選手 
が多く集まりました。この選手達が今後中学生、高校生に 
なってさらに大きく成長してくれることをふから願ってい 
ます。 

今後の日本ハンドボールのレベルアップのために"九州 
はひとつ"をスローボンに、さらなる飛躍を目指して来年 
もより良い NTS ブロックトレーニングとなるように努め 
ていきたいと思います。 
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〜束を五:輪2020の使がは? 


2020年のオリンピック開催都市に r 東京」が決まった。 
日本の裏側、アルゼンチンのブエノスアイレスで争った 
スペインのマドリード、トルコのイスタンブールとの闘い。 

まずマドリードが脱落。イスタンブールとの決選投票 
は、東京60票、イスタンブール36票、東京が圧勝した。 

56年ぶりの開催、そして除外候補になったレスリンダ 
も存続となった。今後、各競技団体は強化に本腰を入 
れて取り組むだろう。 

日本ハンドボール協会の渡邊会長も東京決定に関 
して r お上最強の日本化表をつくるべく球界が結束し 
て強化方針をさらにブラッシュアップする」とのメッセー 



企画•広報委員 

早川文司 


フリースロー 




い—などとしてレ、る。 

オリンピックの開催が市民スポーツ、生涯スポーツを 
するきっかけになるにはどうすべきかを真剣に議論す 


ジを発している。 

そうした中、安倍総理は開催地決定後の記者会見 
で「スポーツ振興をしっかり図りたい」と述べた。國のス 
ポーッ予算は増えそうだし、文科省、厚労省などに分 
かれているスポーツ巧政は「スポーツ庁」の設置で一 
元化しそうだ。競技スポーツの環境は禪かによくなるに 


ることが重要だ。 

多くの人たちが r 身体を動かす」ことに目覚め、ス 
ポーツー 家が増えれば、自ずから競技 スポーツの 底辺 
も広がりを見せるだろう。 

ハンドボール界にとっても決してマイナスではなく、プ 
ラスの作用があるはずだ。底辺が広がれば当然ながら 


違いない。 

しかし、スポーツ振興とは競技面だけではない。市 
民がスポーツを楽しむ環境整備が大切だ。生涯スポー 
ツの普及に力を注いでもらいたいものである。 

一昨年、すべての人にスポーツを楽しむ権利を保障 
する「スポーツ基本法」が成立した。とはいえ、文科省 
が先に公表した世論調査では、過去1年間で r スポー 
ツをした人」は50%を切っている。 r スポーツをしなかつ 
た人」は、その理由として化事や育児などで時間がな 


トップのレベルアップにもつながってくる。 

まずはハンドボールという競技を世間に広く告知す 
ることから始めることだろう。「東京」という舞台には立 
てるが、その前の r リオ」の舞台に立って、 r 東京」につ 
なぐことは何としてもしなくてはならない大化事である。 

トップの強化とともに巿民スポーツを介しての底辺の 
拡大。この二つを並巧して進行させる手段を検討す 
べきではないだろうか。手に入れた「東京」をメジャー 
化への一歩につなぎたい。それが球界の使命だろう。 
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2013 EHF Youth Coaches' Course 

18 化- 21 st August 2013 in Gdansk , Poland 

2013 年 EHF (ヨーロッパ八ンドボール連盟）ユースコーチコース 

8巧18〜21曰 場所ポーランド（グダニスク） 

【報告者】を古屋ホ立西養護学校 （HC 名古屋 ジュニア コー チ、 東海学園大学コー チ） 岩塚善哉 
キーワード：教育システム、ハンドボールビジョン、 U 17 女子ヨーロツパチャンピオンシップ 


I . 概要と日程 

■ EHF の CAN について 

E 册 （Europe handball Federation ) は約日日力国が加盟しており、 
CAN (Competence Academy & Network ) というシステムを作つ 
ている。コーチング技術の向上や、新しい考えやノウハウを講義や 
インターネットを通じて共有することを目的として、教育のサービ 
スセンターとして設立されている。 

そして、 CAN のシステムの一つとして、199目年な降様々なコー 
スを開催しており、マスターコーチコースやトップコーチセミナー 
に並び、ユースコーチコースは重要な位置づけとなっている。 

今回のユースコーチコースは4日間の日程で構成されており、 
E 册のコーチ陣が講義を行ったり、実技講習をしたりするもので、 
練習メニューの紹介や U 17 女子ヨーロッパチャンピオンシップの 
トレンドなど紹介があり、 U 17 女子ヨーロッパチャンピオンシッ 
プの開催 （8/1 日〜 25) に合わせて、選手の育成方法やユース時期 
におけるコーチンダについて学んだセミナー内容を報告する。 
■主催 ヨーロッパハンドボール連盟 

ポーランドハンドボール連盟 

■ メイン講師 ポーランド Wojdech Nowinski 

オランダ Monique Tijsterman 
チェコ Martin Tuma 
■プレゼンター ポーランド Jerzy Eliasz 

ポーランド Wojdech Nowinski 

ヨーロッパハンドボール連盛 Helmut Horitsch 

ヨーロッパハンドボール連盟 Beata Kozlowska 

■日程 

8/18 

-ハンドボールビジョンについて 

-ステップの指導について/ユース期放子）における教育的トレ 
ーニンク'' 

• パスとシュートのトレーニング' 

•チ、 —ムのシュートトレ' —ニンク' とゴ' —ルキ'—パートレ^ —ニンダ 

. ヨーロッパチャンピオンシップ2試合観戦 

8/19 

-ウィンダプレイヤーの技術について 
-ピヴォットプレイヤーの技術について 

-パス、シュート、ランニング'、ボディフェイントについて 
-ユース巧（女子）におけるゴールキーパーのフィジカルトレーニ 
ング 

-ユース期（女テ）におけるゴールキーパーの戦術的トレーニング 
8/20 

-試合における6 : 0、日：1ディフェンスシステムの哲学 
-コーチンダとレフェリングについて 
-クロスとポジションチェンジの攻撃について 
-個人、グループ、チームにおけるファーストブレークとターンバ 


ック 

-ディフェンスにおけるボールスチール-個人およびグループ練習 
. ヨーロッパチャンピオンシップ2試合観戦 
8/21 

-チームオフェンス、ディフェンスのグループ練習 
. ヨーロッパチャンピオンシップの分析 
- EHF コーチングライセンスシステムについて 
-ヨーロッパチャンピオンシップ2試合観戦 

II . Youth Coaches ’ Course に参加して 

■実技講習全般を通して 

このコースは、17歳乂下の女子選手の指導を目的として行われ 
ているということで、練習内容は基礎的なものが多いように感じた。 
例えば、シュートを巧つにあたってお、要な体周りの筋肉であること 
から、この部分が弱いと「体が反ってしまい力強いシュートを巧っ 
ことができなくなってしまう」ということを選手に伝えながら体幹 
トレーニング（資料 1) の紹介を行ったり、サイドシュートでは「高 
く跳ぶ」ということを徹底して選手に伝えたり、速攻練習やセット 
練習では常に「前〔ゴール）を見る」ということを徹底して指導し 
たりしていた。 

また、 EHF コーチ陣は練習メニューに必ずコンセプトを持って 
指導を行っているのが印象的であった。遊び的な要素をアップに 
取り入れたり、練習に選手同±が競争意識を持たせたりする練習 
メニューが多く、選手が飽きずに取り組むことができるようにエ 
夫していた。なお 、 Youth Coaches ' Course で使用されたスライ 
ドや、細かい練習内容（資料 2) などは、 E 册サイトにおいて閲 
覧できるようになっている。 （ hi : 中:// activities . eurohandb 趾 com / 
EHFCAN /15411) 

■キーパー練習について 

EHF のコーチ （wojciech Nowinski 氏）からは、初めにキーパー 
の基本の構え（資料 3) にっいて説明があった。足は肩幅ほどに開き、 
ゴールポスト側への対応ができるように、つま先は少し開く。腕は 
肩のラインより少し前方に構え、ボールが当たった瞬間に手のひら 
がボールの勢いで後方にいかないように注意して構える。肘の角度 
は90度より少し広く取り、前方を向いた状態で、指先が見える位 
置をキープして構える事が大切だということを述べていた。 

また、キーパー練習の紹介では、様々な動きづくりの練習や、俊 
敏性を高める練習の紹介があった。コートプレーヤーは目 m ライン 
の中にジャンプしてシュートをすることを想定して、シュートをす 
る選手は、目 m の中のゴールキーパーラインのあたりから打たせて 
キーピングの練習を行っていた。 

さらに、 U 17 女子選手の練習方法と成人とはキーピング方法が 
異なるということを述べていた。特に、サイドシュートのキーパー 
練習では、 U 17 女子選手は発達段階という点から、基本の構えを 
崩して、流しへの対応は腕をいっぱいに伸ばして身体全体でとめる 
練習を行う谱料4)。しかし、身長が伸びて成人となったときには、 
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資料 1 体幹トレーニングの一部 



資料4 



資料5 



資料2 ウィングプレーヤーの練習法の一部 


[トレー ナ ー . コー チ] 



r 教育を] I レフェリー I 

資料6 



資料3 キー パーの基本の構え 



資料7 Monique Tijsterman 氏 


頭上や顔横への対応を腕や手で巧いつつ、軸足ではない方の足を上 
げて脚でとめるように行う（資料己）。年齢（身長）によってキー 
ピンダ方法が異なり、キーパーを中ふとした練習メニューは1週間 
に1回は取り入れることが望ましいという。 

このことは、身長が低い選手と高い選手では、練習方法を変えな 
ければならないということであり、一律に同じ練習をするだけでは 
なく、選手に合った練習方法を取り入れていかなければならないと 
考える。 

■ワン八ンドキヤツチについて 

最近日本でも取り組むことが多くなってきたワンハンドキャッチ 
については、実技講習中にラトビア人コーチが「いつからワンハン 
ドキャッチの練習を始めるのが良いのか」という質問をした際に、 
EHF のコーチ （Monique Tijsterman 氏）は、「女子選手は、18歳 
から取り組んでいる」ということを述べていた。続いて男子の片手 
キャッチについて筆者は尋ねたところ、「男子は19歳から取り組む」 
ということであった。実際には、 U 17 女子ヨーロッパチャンピオ 
ンシップの試合を観戦していると、速攻場面で片手キャッチをして 
いる選手は多くおり矛盾を感じたが、この講習会では17歳な下の 
女子の練習に絞っており、4日間を通して、基礎的な部分を身に付 
けさせることをコンセプトに行われていたことや、ヨーロッパで使 
用されているハーピクスという松ヤニは非常に粘着力が強く 、 glue 
(のり）と呼んでいるほどボールが手に良く くっつき、松ヤニを付 
けることで自然とワンハンドキヤッチができるようになっているこ 
とが起因している。 

III . オランダの教育システム 

■八ンドボールビジョンについて 

E 册講師の Monique Tijsterman 氏（資料7 ) による、ハンドボ 
ールビジョン（日 ranje Plan ) について紹介があった。 

Oranje Plan とは、オランダにおけるハンドボール教育システム 
のことで、2002年から始まり、このシステムは、ナショナルチー 
ムへのステップとなり、ジュニアチーム、 ユース チーム、ナショナ 
ルチームまでの教育ビジョンがあり、ジュニアから明確なビジョン 
を作ることによって、中長期にわたる目標を設定し、選手は適切な 
トレーニングの指導受けることができる。 

このシステムにおける重要なことは、正しいプレーの方法を理解、 
定着させること、明確なトレーニングを行うこと、戦術的な動きや 
ポジションチェンジなど、選手が動き続けるようになることである。 


スター選手を育てていくには、教育者、レフェリー、トレーナー’ 
コーチが一体となって選手を育成に努めていかなければならない。 


との連携を促している。 

トレーニング時間については、1週間に約8時間のストレングス 
トレーニングと約8時間のハンドボールコンディショニングトレー 
ニングを巧っている。なお、ハンドボールコンディショニングトレ 
ーニンダの2時間はクラブとの試合を確保している。トレーニング 
内容については、技術面、戦術面、メンタル面、社会的側面におい 
て、トレーニングを巧っている。そして、この7年間の取り組みで、 
17歳〜19歳のヨーロッパチャンピンシップや、世界選手権にお 
いて現在、2〜3位と徐々に結果が現れ始めており、今後のオラン 
ダのハンドボール巧に注目したい。 


Niewrzawa 氏による U 17 ヨーロッパチヤンピオンシップの分析 


谱料 6) 

トレーナー.コーチを教育し、ブレインストーミングなどで新し 
いアイディアを引き出し、「どのようなハンドボールをするのか」、 
「どうやってトレーニングをするのか」など、教育者やレフェリー 
との連携によって選手の育成につなげる。そして、他国のハンドボ 
ールや文化を取り入れ、真似るだけでなく、過去、現代を研究し、 
未来を見通してオランダ独自の明確なビジョンを作り、最終目標で 
あるオリンピックに焦点をおいて取り組んでいる。 

■八ンドボールアカデミーについて 

1週間に1目時間のトレーニングと学習を合わせたプログラムを 
行っている。ナショナルトレーニングセンターの設備としては、卜 
レーニング施設、ホテルなどの施設の確保をしている。ナショナル 
ユースチームは、このナショナルトレーニングセンターで、週に1 
度トレーニングを行っており、食事や栄養についての勉強をしたり、 
選手の目標意識を高めるために家族も連携してカウンセリングを行 
ったりしている。スタッフには、ストレングス•コンデイショニン 
グトレーナー、医者や理学療法±、栄養±、ライフスキルコーチ、 
そして、スクールボイダンスを置いている。 

選手は試合や練習における自身の点数をつけたり、トレーナーが 
選手の点数をつけたりしている。そうすることで、何が足りていな 
いのかが明確になり、改善すべき点が見えてくる。また、コミュニ 
ケーシヨンを取る時間を確保し、両親との連絡やクラブや学校など 


IV . U 17 女子ヨーロッパチャンピオンシップ 
について 
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では、どのナショナ 
ルチームも良く走 
り、テンポの良いゲ 
ーム展開し、6 : 0 
ディフェンスシステ 
ムが多くの国で行わ 
れていると分析して 
いる。 

オフェンスのトレ 
ンドは、技術面、フィジカル面において非常にレベルが高くなって 
きており、短いアクションで（クイック）シュートをする選手が増 
え、ワンステップでジャンプシュートを打つことが多くなってきて 
いる。また、ロングシュートが少なくなり、ディフェンス突破後の 
ゴ'ールが增えている0 

ディフェンスのトレンドは、アグレッシブなディフェンスの傾向 
がある。多くの国で基本は、6 : 0ディフェンスを用いているが、 
流動的に隊形を変えて日：1ディフ X ンスを用いて守っていること 
が多い。6:0ディフェンスでは、常にライン際にいるのではなく、 
オフェンスに対してアタック、プレッシャーをかけ、アグレッシブ 
に動いて守り、ミスを読発 ( provocation ) している。それゆえに、 
ブロックが少ないディフェンスシステムがトレンドとなってきてい 
る。また、ディフェンスがアグレッシブに動いて守っているチーム 
が増えている傾向がある理由として、トランジション（きり）の勵 
きが増えたことや、ウィングプレーヤーがピヴォットプレーヤーと 
連携して攻撃をしかけるようになったからである。 

筆者は実際に、 U 17 女子ヨーロッパチャンピオンシップを観戦 
して、オフェンスでは、どこのナショナルチームもシュートの時の 
肘の位置が非常に高く感じた。文章では表現しにくいが、頭の後ろ 
にボールを持ってきた後、肘を折りたたむようにシュートを打って 
いるようだった。ディフェンスでは、ルーズボールになった瞬間に、 
マイボールにするため滑り込んでボールを取る場面が何度もあり、 
ボールを奪うという点で、意識が高いように感じた。また、観客は、 
鳴り物を使い応援をしており、レフェリーの笛の音がかき消される 
のではないかというような音で、デレゲーターやレフ： L リーへも遠 
慮なく罵芦しており、このような環境で平常ムを保てるような^ン 
タルが選手には必要であると感じた。 

V . 最後に 

筆者は、 EHF のサイトを見て、この Youth Coaches ' Course のを 
在を知り、連絡を取り参加をさせてもらった。全日程4日間で、講 
義やトレーニングの紹介や U 17 女子ヨーロッパチャンピオンシッ 
プを含めて、9時から8時半までのセミナーを受講し、資料やポロ 
シャツやノート（資料目）などを頂くことができ、セミナー終了後 


には、修了証も受け取った。 

このセミナーでは、ヨーロッパにおける教育システムやコーチン 
グについて学ぶことができる上、この講習会では、目0人の参加者 
がおり、ポーランド、クロアチア、オーストリア、イギリス、カタ 
ールなど、様々な国々のコーチたちとの交流ができ、 EHF との方々 
とつながりができたことは大変意義があった。 

特に、1999年 IHF World player of the year (世巧最優秀選手） 
に選ばれた元オーストリア代表 Austra Fridrikas 元選手や、ロンド 
ンオリンピックイギリス代表 LynnMcCafee 元選手.（資料 10) も 
このセミナーに参加されており、実技講習の休憩時間には 、 Austra 
Fridrikas 氏と一緒にキャッチボールをする機会があり、とても良 
い経，験となった。 

LynnMcCafee 氏が Youth Coaches ' Course の参加にあた 
り、 E 册は、インタビューをおこなっている。 （ E 册サイト 
( http :// activities . eurohandball . com / article / 1 7580) その中で、 
LynnMcCafee 氏は似下のように述べている。 

「（イギリスにおいて）オランダの教育システムのようにイギリス 
でも教育システムを行っているが、まだ、経験を積んだコーチがお 
らず、明確なビジ ョ ンをもって ユースの 選手を育てていく環境が整 
っていません。」また、「多くの国々では、施設整備について尽力し 
たことや、体育館での松ヤニの使用ができるように努力をし、その 
問題点と向き合っています。」そして、「ロンドンオリンピックを機 
にハンドボールへの興巧関必が高まってきています。」などのこと 
を述べている。 

松ヤニ使用可能な体育館の普及や、オリンピック開催という点な 
ど、イギリスの ハン ドボール事情と日本の ハン ドボール事情は非常 
に似た側面を持っており、ロンドンオリンピックで ハン ドボールに 
興巧関ムが高まったと述べているように、日本においても、2020 
年東京オリンピックまでに明確なビジョンをもって選手を育成し、 
ハン ドボ ■ ールが日本においてメ ジャ’ ースポ ■ ーツになることを期待し 
ている。 

最後に、この機関誌に携わり、現地でのやり取りや連絡調整など 
ご協力いただいた日本協会の角先生、駒澤大学の村松先生、東京理 
科大学の市村先生、鹿児島大学の森口先生に深く感謝している。 
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ホ罰じよらないスポーツ指導への巧待 

鹿屋体育大学スポーツ人文•応用社会科学を佐藤豊 


_ 1_ J まじめに_ 

東京オリンピック2020決定の報道は、スポーツ関係者のみ 
ならず老若男女を問わず多くの国民にとっての希望と夢を与え 
た。自身が出場しないオリンピックの決定にどうして我がこと 
のようにわくわくするのであろうか。多くの人々にとっては、 
身近でトップスポーツの選手と出会えるという期待感であり、 
みるスポーツのにがりがある。近代オリンピックの理念は、クー 
ベルタン巧が述べた「参加することに意義がある」という有名 
な一節に集約されているように、スポーツを通した世界平和と 
国際親善を願うものである。さらに、近年では、持続可能な開 
発の実現など、スポーツが一過性のイベントとしてお祭りで終 
わるのではなく、後生にどのようなレガシィ（遺産）を残すの 
かが求められている。首都高速や新幹線の開通は、前回オリン 
ピックが日本の近代化に物質的レガシィを残した。2020年に 
開催される東京で残すべきレガシィは、前回と同様ではない。 
世界をリードする先進国として、老若男女にスポーツの多様性 
が保証され、持続可能なシステムとしてスポーツが位置が•き、 
文化的価値として高められているという精神的レガシィを残す 
ことが求められるであろう。 

それは、オリンピックムーブメントの理念がどれだけ国民に 
合意され、をけ入れられ、実行されるかということであり、メ 
ダル数の獲得が主の目標となるのではなく、「する、みる、支 
えるスポーツ」社会の実現の努力が求められているといえるの 
ではないかと思う。 

2 体罰を考える 

学校部活動が選手育成の重要な機会として置き換えられ、体 
罰が容認され教育的意義がおろそかになるようであれば結果と 
してオリンピック招致が成功と言えるか疑問である。 

平成23年度公立学校教職員の人事行政状況調査の調査結果 
1) によれば、体罰による被処分者の状況は、小学校20.0%、 
中学校44.6〇/〇、高等学校34.4%であり、すべての校種で体罰が 


存せするという実態がある。また、学校における体罰の発生が 
況は、授業中33.4〇/〇、部活動26.7%と授業中の報告がもっとも 
多い。 

このデータからは、スポーツ指導に関わって発生する体罰从 
上に生徒指導上に関わって発生する体罰が存在するということ 
が伺える。 

運動部活動を積極的に指導する教師は、その指導力への期待 
から生徒指導の役割を果たす機会も多く、問題行動を起こす生 
徒への対応の機会も多い。社会規範をずれず問題行動を繰り返 
す児童生徒への懲戒権の行使は、他の生徒のま全及び学習環境 
の保証という点からも重要であるが、懲戒と体罰の違いを認識 
しておくことが求められている（資料1)。 

私自身が一連の報道を通して、まず、感じることは、体罰は 
あってはならないという前提の上でではあるが、処分されるリ 
スタを冒して児童生徒と向き合っている教師の指導意欲が低下 


資料1体罰の禁止及び児童生徒理辭に基づく指導の徹底について（通 
が)」（平成25年3月13曰） 

別紙学校教育法第11条じ規定する児童生徒の懲戒-体罰等に関する 
参考事例 C 部活動の事例を抜砕） 

(1) 体罰施常、体削と判断されると考えられる行為） 

〇身体に対する侵害を内容とするもの 

-部活動顧問の指示に従わず、 ユニフォームの 片づけが不十分で 
あったため、当該生徙の頰を殴打する。 

(2) 認められる懲戒（通常、懲戒権の範剛巧と判断されると考えられ 
る斤為）（ただし肉体的苦痛を伴わないものに限る。） 

^^=^学お教育を施巧規則に定める退学 • 停学*訓告な外で認められる 
と考えられるものの例 

-練習に遅刻したホ徒を試合に出さずに見学させる。 

(3) 正当な斤な（通常、正当防衛、正当行為と判断されると考えられ 
る行為） 

〇他の児童生徙に被害を政ぼすような暴力行為に巧して、これを制 
止したり、目前の危険を回避するため【こやむを得ずしたち形力の 
行が 

-試合中に相手チームの選ホとトラブルになり、殿りかかろうと 
する生徒を、巧さえつけて制止させる。 
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するのではないかということである。社会の常識が通用する環 
境では、教師も感情的にならず生徒とも適切な距離感が確保し 
やすいが、家庭環境や学力での問題を抱える生徒は、大人を試 
しているかのように時として挑戦的になったり、投げやりな姿 
勢を見せたりすることもある。教師も生身の人間であり、尊厳 
を傷つけられる発言や行為には怒りを押さえられない場面も時 
としてあるであろう。年齢を重ねることで、指導の幅が広がり 
「間をとる」ことで生徒を落ち着かせることができるようにも 
なると思う力3'、一方で職業を失うリスクを負ってまで他人の子 
と関わらない、決められた仕事の範禱でが応すればよいという 
選択をする教師が増えてしまうことも否めないのではないだろ 
うう、。「だめなものはだめ」を伝えることは教師である前にす 
ベての大人が人として伝えていく必要があると言えるが、現実 
の多忙感と日々の戦いは教師を消耗させ、時に精神疾患におい 
こまれるケースも少なくない。こうした事態にがして、学校で 
抱え込まず、警察等の外部機関と連携を図りながら、法的境界 
線を越えた生徒に厳しくが応していく「ゼロ.トレランス」な 
どの指導方針への変更によって一定の成果もみられるように 
なったが、教育という場において、法的なサポートを求めざる 
を得ない現状にがして、できれば、教育的指導の段階で立ち直 
らせたいと感じている教員も少なくないと思う。生徒と向き合 
う教師の姿勢を是とし、体罰によらない指導の在り方をサポー 
卜していくことが必要と言えるであろう。 

S 体調によらない摘導を回指して 

生徒指導上の理由に起因する体罰と部活指導における体罰 
は、目的や理由が決定的に異なるものではあると思うう S 、 体罰 
によらない指導を考える上では共通している部分も多いとも思 
う。一定の規則や罰によって巧動を制限することは、秩序を保 
つ上で必要であるが、一人一人の価値観を育てて行かなければ、 
罰の量を拡大していく方法、規定を細分化していくことでしか 
制御ができなくなってしまう。 

このことを部活動指導に当てはめて考えてみると、モチベー 
シヨンを上げるための桐喝は、さらなる桐喝を生み体罰に頼る 
指導に変化せざるを得なくなる。意欲の高め方は外発的動機か 
けによらず内発的動機イ寸けを高める指導への変化の必要性が指 
摘されることも多いが、中学校、高等学校期の自我を確立する 
時期においては、体罰を用いた指導による効果が本人の自覚を 
促す指導より、一時的な効果として勝敗に影響することも否定 


できない。現実に「桐喝することで勝っている」と認識してい 
る指導者へその効果は一次的なものであり、バーン アウ トを生 
む原因となると説明しても理解を得ることが難しい場合もみら 
れる。生徒指導も同様で、汚れ役を誰かがしなければ学校が崩 
壊するという危機感や責任感うて体罰も辞さない指導の理由であ 
ろうと思う。体罰をする教員は、基本的には情熱や信念がある 
のだと思う。その情熱の向け方、信念の持ち方が教育現場で是 
とされるのかが問われている。答えは否であることを真擊に受 
け止めたい。 

スポーツ指導に携わる私たちの多くは、スポーツ エリートで 
ある。国体やインターハイに出場 r した経験がなくても、一般の 
方からみれば動ける体をもち、スポーツの場面で恥ずかしい思 
いはしてこなかったのではないか。スポーツの榻面で自分を追 
い込み、あるいは追い込まれた経験が今にいきていると確信し 
ている。部活動があったから今の自分があると信じているので、 
その良さを伝えたいと思う。このことは間違いではないが、体 
罰を受けたが、その指導の中で自分が変わった、あるいは成長 
したと思える経験が体罰の連鎖を生む一因にもなる。一方で、 
その指導に疑問を感じスポーツから離脱していった人々もいる 
ことを忘れてはならない。「勝つため」という理由で、自身が 
受けた指導を基準として、その枠にはまらない生徒を切り捨て 
ることは教育的活動とは理解されないのではないか。これまで 
の自身の経験からの呪縛を解き、指導方法の幅を広げていくこ 
とが真の意味での指導者となりえる資格ではないだろうか。さ 
らに、本来のスポーツとの向き合い方は、3年間という限定的 
なものではなく、自らの意志で継続するスポーツ実践者を育て 
ているはずである。 

また、学習指導要領が目指す「生きる力」の育成のための機 
会であり、生徒自らが進んで加入している活動であるからこそ 
学校教育活動として位置づけがあるのであるということを念頭 
に置かなければならない。このためには、短い期間で成果が求 
められる風潮を見直すことも重要であろうと思う。例えば、か 
戦成績のみが指導力の基準ではなく、卒業後の スポーツの 継続 
者数や部活動体験が自身の人間形成への貢献度を卒業後に測定 
していくという仕組みづくりも必要と言えるのではないだろう 
か。 

体罰によらない指導によって、世界に羽ばたくオリンピアン 
が運動部活動から育っていくことが、2020年東京オリンピッ 
クに向けてのレガシイとなることを期待したい。 
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75 周年記念誌の誌面より 


入手について 


1 . 書籍イ本裁： B 5 版620頁 

2. 媽巧価格:10,500円(消費税込、送料別づ 
* 地域、数量により送料は異なります。 

3. 記念誌購入申込ち法：申込用紙（日本 
協会 HP よりダウンロードしてください）に、 
お要事項を記入の上、日本協会事務局まで 
E-mail または 、 FAX (03-3481-2%7)にて 
お申し込みください。 

4. 送付方ま：ご指定の送付先に宅急便に 
て配送いたします。 

5. お支払ちま：記念誌送付時に同封の郵 
便振替用紙にて、ご送金ください。 

^^^なお、記念誌は限定制作のため、頒布数に限り 
があリます。予定数に達しましたら終了と致しま 
すので、予めご了承くだホい。この件のお問い合 
わせにつきましては、日本協会ま務局までお願い 
いたします。 


主な目次 


口絵/祝辞/ハンドボール年表 
I 日本協会各年度の動き 
II 都道府県協舎の歩み 
III 日本協会加盟団体-専門委員会の 
活動 

IV 国隙大会-国内大会の歴史 
V 特別インタビュー/座談会 
VI 世界-日本 ハン ドボール界、 

その時々 
VII 名簿編 
VIII 記録編 

(国内大を/国際大会-試合） 

IX 資料編 
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戦中。練習なき、試合なき日々 


為 


1川 I け ■ ( II パ 19)1 ぃ A * wii | i|iY m ; 川） 

でぃンドピーん; n ; (ぶけの'' I 化は化 I け； I )じ 
WL ていたか，甲し'人のかしさけついじ ■ li ' TT - の 
ニミ，し、りへのむ巧か U か3王るし-: 
おった：よでに人が1:-け i ( j じ。*化'いの irn し 
グ化|11川|とな。，|||よじもスこに-ツ邮し1 
み) に j よ ' ■■ムがが！;化りさ JL / 二のでよろ： 

化がが■〇 I ;が|も I 人*り、—とにじて化其から 
拒むていく F 1 が^いていた：もけみィ、ンドボール， 
スー!ミーツどころで(よなか■った：人た!:[こ>ソィと化 ik 
ざむふ r 

化が ih ^ ii ?、 このが I 。こ。 I ぶった如!。 け-が二 
化む-のけ M だった-、巧じに11がぃンドボール!"た 
riiJru として子早化•巧が引 I たた«刊さんか扣 fr 

巧とし-、-お巧さ ■ I I てもり，うゾヒーにわ[玉つつ 
おった化中 k 人け「川山そうなスポ-ツだ J とぶ 
ぃ•な' け一し') 师1な印ってが[い日て|い||。 
17) I 0 JL を3 W 針 I 七7。'|||'みだ]■雇（ち山 
hP 朽シ-うウンド）リ)が M けなとなった.ちのむら 
8ド七かを。11し[いた。 

た I り人台 I 山! j でぃンドボールへの巧乃(よいっそ 
う A より、その> の化のがん|>*グ叫 

をなじ u < などずるろ りこ、りごに 
心知 y てぃった。 Vl がつくと*でり、がと心迈 - r - リ J 
がぶ: a が: A なのたびにをわる：。姐でぶりて'「 J ■く 
のだ：での中で19~12 : n 11 J し川ドけけじも y だ; ■! 
て•■巧书 L H ことドイッに1ぶ遇^^^^チームの扣1^けドで 
■ソ进 T - の h とり li ろ fi リ，リリ〕お立でもお-]たした ri ん 
り）化\1泣として,:;がで心が; iWrj したこと t ちって 
よくた又ていろ： 

川をとし- L — パっていろのはドイツ dl の h 計、袖 
用を川し[のみ陆!こ j ピ n ] 占なろ n ンダバス 。 j 乂だ 
化たった二 ■ -?」-て|;|かま;りむいバ又をつなぎ、レ -J 
U のむいフこイント巧宁ザン乂をげ,むし* I 古…的 
t 二は本吗こ化して:たろ心み。よないとぶ。た, 


殺原--'か 而•日本ぃンドボール巧会ち串） 

I化':た!こ htw チでンピオン（19[]5^|:.)の西ドイ 
ツか太11しバ9フルなプレーに iiU 卜; M ざむたか* 
テクニックでけII寺^-がI•-由Iる JL 加も夕く， I3W 
iVf とけば|り じ化がぶ已っ たんのだこ 

1I入 dij が^;11しな(パしば， F1 木〔リ J ず ）は乂 
ビ…ドブレ-屯 ill じ w におむでけ化せザ A ととろ 
-X 今でもむしいぶがし— L— むらない,_ 

-? で- 1いのり、V,リよ村し主を巧- J 。 いず4け ir; さむた 
ILjL たは[むで「よ,じと6又ていた&け1]小[心た^|>^ 
ri だ杉けバの川り ■cl じ化でI木 r—m がむさむ 
ていとことんを u nIf ん■への化 Y を化 A た， □ 
[りこは、巧'と j が/かが人す-丄にむを門いた hi し 
みもちった* 

と ころが、 lit [还:〇上う；こ，じが姐'巧ろ1'1け； 
( J 94 J ) むらリ' -か化み人たは■か U な（な0, 
ち I [おごがミろ人心叫えろ i ミどで、しかも AT だけけ 
n バづな||)。，叫 I 川-把がの一把に心とた， 
ぃンドボ 叫’バ三ち^ちをがなど化じで f ロホぃン 
I 'ボールが d J なか--っ •巧門む呈、。1よたむき、が 
しい * 巧で拥がのみの口>、'がち'しいた：とい - J で 
もド L で阿;二巧おしての,■川非 u たくなく、 Jdjirc；,t 
か言 f tJ 」 のな化叩 S ランスお y を田うた めの y -ブ 
な化ってがけ4、お- W でしけ W L -^- j けたもりた ■ 
ぶール化也聞を占むか:すた. 194日 ir ‘ ( K \20) 0 
J-I 15 I I の巧邮よ、 F いパ」出 (人化 )□0 10 11 
1)1] であIった。巧がかかし记 H い(よ I 巧地へむくこと 
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叫■則。,-ぶむでのバンドボールじけ巧込む [1 む 
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lll ' v ' l がり'^か。、シューズは1卜成や木神もで师。 
た fll による '知ッ J でちった。 り(圳ヒはいえ" 
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の大会記事は編集委員会が一括担当しました。全大会全 
試合に無数のエピソードが秘められているのは雖かです 
が、「日本ハンドボール史」で触れた部八 刀 もあり、当事 
者による特集は見送りました。 

19目3年の「7人制一本化」から前年がたち、企画 
上で 「 U 人制時代」の比重は轄くなっています。それも、 
ある 意味で「巧年」の歳月を物語るのです I 。 

だ山茂•記念誌編集委員 


日本ハンドボ I ル橋会創立巧周年記念誌巧巧に薄ホて 


ある大学のハンドボール愛好者に声をかけられた。 
「巧周年記念誌が図書館の書架にありハンドボールが頼 
もしく思えました」。嬉しい話。「で、目を通してくれた？」 
「いや、時間がなかったので…」。ぜひ近いぅちに読んで 
ください。そして広めでください。すでに、多くの方が「記 
念誌」を手に取られています。周辺の友人に勧めていた 
だければ幸いです。ハンドボールに限らず、スポーッに 
は内外様々な歴史があり、その一つ一つに競技者•愛好 
者の情熱が刻み込まれています。それを識(し)ること 
で親しむ興味は一段とつのります。 

0本ハン ドボ ー ル協会は、これまで1987年3月に 
協会創立 W 周年記念事業として「日本ハンドボール史」 
を、199 8年3月に「創立 W 周年記念誌」を編集.刊 
巧しました。 W 周年では「協会あ」とせず、日本のハン 
ドボ '^ルの歩みを探り証言を集めることに編集委員の意 
見はまとまりましたが、検討に時間をかけた思い出があ 
ります。 「 W 周年誌」をはさんで今回は「日本ハンドボ 
1ル史」の//続編//的な意味を持たせました。 

それでも、宿麗 ともいぅべき ハンドボ ー ル伝来から 日 
本協会創立までの巧年問 (1922 〜扔年)は埋められ 
ませんでした。この期間、日本のハンドボールは競技ス 
ポーッではなく、学校体育として評価が高く、「教材ス 
ポーッ」的な性格で普及しています。高等女学校(高女)、 
中学校(旧制}におけるハンドボ ー ル I 当時は「手球」 
とも 呼ばれていたが—の授業風景の写真や資料を求めた 
のですが入手できず、今後に持ち越しました。 

その一方で、1930年、神奈川県立横お第一高女(現. 
神杂 W 県立横浜平沼高校)に「ハンドボール部」が発足 


したといぅ資料が見つかっています。明らかに競巧スポ 
. —ッとしてとらえた活動で、が外試合の記録が残ってい 
れば、日本で巧の試合にもなるわけです。そこまでの事 
実は得られませんでしたが//追跡//する価値は十へ刀です。 

球史は、挪り下げるたびに新たなテーマを浮かび上が 
らせます。記念誌を読んで気づかれた//謎の部分//があ 
れば、次の機会の参考にしたい。いや、そ、っした思いの 
方が数多く編集委員に名乗りを上げで欲しい。 

これまで 空白に近かった1943年秋から2年 ほどの 
が況は、載原一次氏(来京)が「個人的な範囲だが…」 
とされながら綴つてくださいました。 「終戦 (1945 
年8巧巧日)が W 日遅ければ、自分も航空隊(戦地)に 
行くことが決まつていた」 (238 ぺ^ — ジ) との 一節は 
重く、 胸が しめつけられます。 

社会の変化も手伝って、終会.体会になった全圍規模 
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乂 ^ 」ア—ル—ム① 

装40岛を岛這客さ巧資巧八シドポール落ホをホさ 

開催期日： 2013年8月17日吐)〜18日（日） 

会 場：青森県’十和田巿 


▼予選リーグ第1ブ□ック 

大阪师大高専29 (1 日-7、 14-14) 21有明髙専 
大阪府大高専24 (14-1 日、 10-6) 21高知高専 
高知髙専 29 (14-11、 15-15) 26有明高専 

▼予選リーグ第2ブ□ック 

函館高専27 (19 -日、 8-7) 12— 関高専 
面館髙専20 (10-13、 10-6) 19北:九州高専 
化九州高専28 (14-9、14- 6) 15一関高専 

▼予選リーグ第3ブロック 

石川高専 28 (12-6、 16-12) 18八戸高専 
石川髙専 32 (18-6、 14-11) 17東京高専 


八戸高専 23 (10-3、 13-8) 11東京高専 

▼予選リーグ第4ブ□ック 

徳山高専30 (17-7、13-日 ） 12仙台髙専名取 
徳山高専31(13-9、 18-8) 17豊田高専 
豊田髙専34 (20-3、 14-14) 17仙台高専名取 

▼準決勝 

徳山高専 2日（10-8、1己- 8) 16石川高専 
函館高専23 (12-4、 11-12) 16大阪府大髙専 

▼ミ夫勝戦 

徳山高専 22 (10-8、 12-13) 21函館髙専 


ィ ^ J レー 
萬42因を国や叟巧みさ 

開催期日： 2013年8月20日（火)〜23日(を） 

会 場：愛知-豊田巿 

【男子】 

▼ 1回戦 

明 倫(福井） 31(14- 8、 17-7)15 高 砂（兵庫） 
ネ申 森(沖縄） 30(1 日-10、1日- 16) 26枯 梗(化海道) 
搬祉西（岡山）24(14-9、 10-10)19 日 吉（長崎） 
大体大附（大阪） 31(1 日- 7、 16-15)22 四日市南（兰重） 

▼ 2 回戦 


明 


倫(福井） 

32(16-12、 

16-12)24 

孤 

野（互重） 

岐 


陽（山口） 

25(12-12. 

13- 9)21 

富岡西(群馬） 

前 


林(愛知） 

31(18-12、 

13-12)24 

東根第一（山形） 

ネ申 


森(沖縄） 

32(12-16、 

20-12)28 

培 

貞 ：（ 京都） 

手代木(茨城） 

36(1 日-14、 

21-10)24 

觸社西（岡山） 

滝 

ノ 

水(愛知） 

19(11-9、 

8 - 9 ) 18 

塩 

江(香川） 

大 


か(大分） 

21(13-10、 

8 - 8 ) 18 

けやき台(茨撇 

西 


條(富山） 

24(11 -10、 

13-11)21 

大体大附（大阪） 

▼ 

準々巧勝 






岐 



陽 

27(11-10、 

16-16)26 

明 

倫 

神 



森 

29(1 日- 7、 

14-12) 19 

前 

林 

滝 


ノ 

水 

24(17-8、 

7 —11)19 

手 

代 木 

西 



條 

28(12-13、 

10- 9)27 

大 

分 





(2-3、 

4-2) 



▼ 

準決勝 






ネ巾 



森 

27(17-11、 

10-13)24 

岐 

陽 

西 

▼ 

巧 

勝 

條 

23(7-7、 

1目- 8 )1 已 

滝 

ノ 水 

神 



無 

26(13 — 10、 

13-12)22 

西 

條 


【女子】 
▼ 1回戦 


培 良(京都）24(13-11、 11-12)23 が 橋(熊本) 
粗 屋(福岡）15(6-5、 6-7)14 下津井（岡山) 




(2-1、 

1-1) 




けやき台（获城） 

23(10-8、 

13-10)18 

巧 

條(富山） 

山梨 j ヒ（山梨） 

22(9-7、 

13- 8)15 

見 

前(岩手） 

▼ 2 回戦 







西中原(神奈川） 

24(11-11、 

13-10)21 

培 

お 

(京都） 

髙 岡(愛知） 

17(8-6、 

9 - 7)13 

蠻 

垂 

(化お退) 

氷見十云（富山） 

24(10-10、 

14 - 9)19 

上 

野 

(愛知） 

大 住(京都） 

29(11-8、 

18-10)18 

硝 

屋 

(楠岡） 

神 お(沖縄） 

27(10-11、 

13-12)26 

けやき台 

厭撇 



(2-2、 

2-1) 




平 田（山口） 

19(口- 8、 

7-8)16 

西 

值川 

だ重) 

香川第一(香川） 

23(9-6、 

14- 7)13 

高 

南 

(大阪) 

平 針(愛知） 

25(12-11、 

13- 9)20 

山 

梨化 

(山梨） 

▼ 準々ミ夫勝 







西 中 

原 

29(17-6、 

12- 5)11 

高 


間 

大 

住 

19(9 -13、 

10- 己）18 

氷 

見- 

卜 S 

平 

田 

28(10-5、 

18- 9)14 

神 


森 

平 

針 

23(13-6、 

10-8)14 

香 

川第一 

▼準ミ夫勝 







西 中 

原 

23(10-9、 

13-7)16 

大 


住 

平 

田 

16(11-3、 

5 -10)13 

平 


針 

▼ミ央勝 







西 中 

原 

18(9-6、 

9 -10)16 

平 


田 


スコアールーム④ 

篡回を曰 ft ピーす八シドポール港ホなホさ 

開催期日： 2013年8月24日仕)〜25日（日） 

会 場：兵庫県-神戸ホ 


【黄子】 

▼予選 A ブ□ック 

ボンチフ卫口- ズ（大阪） 2-0 H C 同志社（京都） 
ボンチフ王口- ズ（大阪） 2-0 海自江田島（広島） 
H C 同志社(京都） 2-1 海自江田島（広島) 

▼予選 B ブ□ック 

H C 大 阪(大阪） 2-1 東海 Weed ' s (愛知） 
H C 大 阪(大阪） 2-0 神戸国隙大学(お庫） 
東海 W e e d ' s (愛知） 2-1 巧戸国隙大学(お庫） 

▼ 已位決定戦 


神 

▼ 

戸国際大 

準み勝 

学 

2 — 

0 

海 

白 

江 

田 

島 

東 

海 W e e d ' 

S 

2 - 

1 

ボ 

ンチ 

フエ 

n - 

ズ 

H 

▼ 

广 

3 位 ミ 夫定戦 

阪 

2 - 

0 

打 

C 

同 

志 

社 

ボ 

ンチ フエロー 

ズ 

2 - 

0 

H 

C 

同 

志 

杜 


▼巧勝 

東海 Weed's 2 (14- 12、10 -11) 1 H C 大阪 


设モ】 

▼女子 C ブ□ック 

日本体育大学(東京） 2-0 
日本体育大学(東京） 2-0 
風見鶏クラブ(お庫） 2-0 

▼ おモ□プロック 

SHIN E (践城） 2-1 
S II I N E (戎•城） 2 - 0 

あぶらおおめ（来京） 2-0 

▼ Sf な巧を戦 

東お Weed's 2-0 

▼靡がお 

日本が啊た学 2-日 
S H r N E 2-0 

▼ 3位決を戰 


風見鶏クラブ（兵庫） 
東海 W e e d ' S (愛知） 
東‘觀 W e e d I s (愛知） 

あぶらおおめ（東京） 
まるもっこりん（兵庫） 
まるもっこりん（兵庫） 

まるもっこりん 

あぶらおおめ 
風見鶏クラブ 


風兒踩ク ラ ブ 2—1 あぶらおおめ 

▼決勝 

日本体育大学 2(1 日- 2、 8-6)0 SHINE 


(4-2) 
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吊んけみ八ンド ボール 20 万人舍 「サボ ートさ 員 J 9月乂ミ•継続舍員 i 

【東京】 ±田健、平賀とみ子、杉山茂、 S 善信明 【神奈川】 種が明彥 【愛知】 補津巧雄、田中基明、 
城山秀美、岡山尚司、岡山美恵子、西みどり、牧野千別、滝ず巧、山田美イ左子 【大阪】 折橋裕智 

【和歌山】 大橋吉次 【広島】 青戸克好 


【11月の巧事サ定】 


【会就 ... . [大会1 . 

11月9日吐）常務理事会（東京） 11月23日江)〜27日 ㈱ 

高が宮記念杯男子5日回 
-女子48回全日本学生選手権大会 

(山梨県.甲府市、山梨市) 


HAND BALL CONTENTS Nov . 


東京オリンピック決定を受けて . 津川昭1 

第 日回 男子 ユース 世界選手権 


報 

化 

団長 

近森克彥 . 

. 2 

報 

化 

監督 

滝川一徳 . 

. 3 

報 

化 

主将1 

1助安功成 . 

. 4 


第42回全国中学校大会 

大会を終えて . 齋藤仁を7 

大会を振り返って . 石黒英男 8 

男子優勝 

神森中学校■瑞慶覧長大/平仲航 . 8 

女子優勝 

西中原中学校-田中秀司/渋佐知里 . 9 

第40回全国高等専門学校選手権大会 

大会を振り返り . 森大祐14 

優勝：徳山高専•監督•池田光優、國廣創……14 
第1日回全日本ビーチ選手権大会 

大会を振り返って . 大原康昇16 

男子優勝：東海 Weeds ! • 沖本哲郎 . 16 


女子優勝：日本体育大学-青山紗弓 . 17 

第21回日•韓.中ジュニア交流競技会 
報告：船木浩久、阿部富夫、津山弘巳、堀広輝、 
中山学、馬場敦子、片山愛莉 . 18 


第3回 JHL ジュニアリーグ 

総評 . 田中秀昭22 

2013 NTS ブロックトレーニング報告 
近畿〜九州 . 24 

フリースロー： 

東京五輪2020の使命は . 早川义司28 

2013 EHF Youth Coaches ’ Course . 29 

体罰によらない 

スポーツ 指導への期待 . 化藤豊32 

日本ハンドボール協会創立75周年記念誌 

刊行に寄せて . 34 

スコアールーム： 第40回全国高専大会/第42回全国中 

学校大会/第15回全日本ビーチ . 35 

20万人会会員/11月の行事予定/もくじ . 36 


(登録 チー ムの購読料は登歸料に含む) 


I: OSAKI 



ECOLOGY 


限られた資源だから、有意義に使っていきたい。 

命あるものたちが共存する地球だから、 

中夫適な環境をずっていきたい。 

計測•制御の専門メーカーとして時代をリードする大幅は、 

ユ ニー クな発想と探究ん、で省エネ、省力化機器など、 

つねに巧術革新をこころがけています。 

大崎電気工業株式会社 

本な干 141-8646 栗京都品川区！ R 五反田 2-1 0‘2巧ち反亞スクェア TEL .(03)3443-7171( 巧表) 
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か SICL 

sound mind，sound bodv 





ラま <な〇たし y と思つを B 、 

^ 言い訳しないことだ。 


BETTER YOUR BEST 

WtTHASfCSiCOM 



«； JH A20 巧年 J 、>ドボール日ホ化 g 


グリップ性に優れた/\イレスポンスモデル。 

GEL-DOMAIN THH530 

¥11.已已0(本体 ¥]1.000) 




ホワイト X ブラック（日190) レッド X ブラック （2390) 内倘レレッド X ブ‘ラック （23 目 0) 


を定性とフィット性が識含したハイスペックモデル。 

GELBLAST4THH528 

¥13. 440(本体 ¥] 2.80 0) 



ブラック X ネオンオレンジ （9030) フラッシュオレンジ X ブラック (3090) 


♦表示価格はすべて消助税込みの^一力一希望小売価なです。 （） 内は消製揽抜き本体価格です。♦商品についてのお問い合わせは、012日- 068-806 (おな -PHs からもおかけぃただけます） asfcs.eom 
アシックスシューズのストライブデザインはアシックスの商標であり、世界の多くの国で登録ホれた商標です。 








、つも新しい空を目指して。 

AIMA. 
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